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固
定
資
本
の
年
々
の
消
耗
額
を
費
用
さ
し
て
計
上
す
る
こ
さ
が
減
憤
償
却
の
目
的
で
あ
る
こ
さ
は
疑
ひ
の
な
い
さ
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
の
年
々
の
消
耗
額
は
流
動
資
本
の
場
合
の
如
く
に
は
直
接
的
に
把
捉
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題
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ふ
黙
に
饉
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
他
面

」
れ
ら
諸
方
法
の
批
判
は
根
本
的
に
は

計
算
へ
の
影
繹
易
顧
慮
す
る
ご
区
そ
こ
に
特
殊
な
償
却
法
、
柳
ち
、
減
債
基
金
法
及
び
年
金
法
り
考
案
が
生
ま
れ
る
。

却
す
る
遁
減
法
叉
は
定
率
法
を
採
ら
し
め
る
。

ま
た
投
下
咲
本
を
可
能
的
急
速
に
同

し
て
は

か
4

る
輩
純
な
る
方
法
を
前
提
す
る
こ
さ
が
で
苔
る
。

か
＼
る
方
法
は
周
知
の
如
く
定
額
法
又
は
直
線
法
ご
云

そ
し
て
我
々
は
減
債
償
却
の
理
論
的
考
察
に
際

減
債
倣
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

個
の
計
算
期
間
に
一
旦
る
さ
こ
ろ
の
消
耗
額
の
線
計
は
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

る
か
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
計
理
的
操
作
に
埃
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
も
箪
純
に
は
、
固
定
姿
本
債
値
を
そ
の
耐

用
年
敷
に
て
除
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
年
々
の
依
却
額
が
決
定
さ
れ
う
る
。

は
れ
る
。
然
し、

事
業
の
稲
類
に
よ
つ
て
は
固
定
資
本
利
用
の
強
度
の
愛
化
が
著
し
く
そ
の
消
耗
度
に
影
響
す
る
が
如
き

も
の
が
あ
る
。
か
4

る
場
合
に
は
作
業
時
間
又
は
出
来
高
比
例
法
が
用
ひ
ら
れ
る
。

牧
し
よ
う
さ
す
る
要
求
や
、

後
年
度
に
於
け
る
修
繕
費
の
増
大
乃
至
は
能
李
の
低
下
の
顧
慮
は
初
年
度
に
よ
り
多
く
を
償

こ
れ
に
反
し
、
全
固
定
設
備
の
利
用
が
後
年
度
に
至
っ
て
初
め
て
最
適
鵞

に
到
逹
す
る
や
う
な
場
合
、
例
へ
ば
鐵
道
業
の
如
き
で
は
選
増
的
償
却
法
が
用
ひ
ら
れ
う
る
。

次
に
、
償
却
の
進
行
さ
共

に
生
す
る
償
却
基
金
の
形
成
（
反
面
か
ら
云
へ
ば
固
定
資
本
に
拘
束
さ
れ
た
貨
幣
衰
本
の
減
少
）
さ
そ
れ
が
窟
ら
す
利
子

そ
の
ほ
か
、
取
替
法
、
線
牧
盆
比
例
法
、
再
評
債
法
等
の
償
却
方
法
が
あ
る
こ
さ
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
の
方
法
が
ざ

の
程
度
ま
で
減
債
償
却
の
本
質
に
照
合
し
て

ゐ
る
か
、
さ
云

そ
れ
ら
の
方
法
が
現
賓
に
行
は
れ
て
ゐ
る
技
術
上
の
理
巾
や
純
螢
政
策
的

意
闘
を
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

木
稿
に
於
て
は
、
上
述
の
諸
方
法
の
う
ち
、
特
に
利
子
計
算
を
作
ふ
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減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題
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麿
残
憤
格
一
〇
圃
さ
す
れ
ば
償
却
必
要
額
は
九
九

0
闘
で
あ
る
か
ら
、
定
額
法
又
は
直
線
法
に
従
へ
ば
毎
年
九
九
闘
を
償

い
ま
、
固
定
資
本
の
投
下
額
を
一

、
0
0
0闘
さ
し
、
耐
用
年
限
一

0
年、

し
て
、

も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ

の
基
金
は
何
ら
か
の
方
法
で
利
殖
さ
れ

せ
し
め
す
、
獨
立
の
基
金
さ
し
て
経
螢
外
に
放
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

て
計
上
す
る
の
で
あ
る
が

も
の
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
へ

よ
う
さ
恩
ふ
。

利
子
計
算
を
伴
ふ
も
の
に
あ
っ
て
は
複
雑
な
親
黙
が
介
在
し
て
居
り
、
學
者

減
債
基
金
法
と
年
金
法

減
債
基
金
法

(
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か
4

る
基
金
の
元
利
合
計
が
固
定
衰
本
耐
用
年
限
の
終
期
に
於
て
丁
度
、

充
分
で
あ
る
や
う
に
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
利
子
は
再
び
こ
の
基
金
に
繰
入
れ
ら
れ
る
。
而

固
定
資
本
投
下
額
を
回
牧
せ
し
め
る
に

却
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
減
債
基
金
法
で
は
償
却
額
さ
そ
の
複
利
の
合
計
が
九
九
〇
圃
に
等
し
け
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る

か
ら
、
減
憤
償
却
額
は
定
額
法
よ
り
も
利
子
額
だ
け
少
額
で
足
る
こ
さ
4

な
る
。

勿
論
、
定
額
法
の
場
合
に
於
て
も
同
牧

二
九
三

の
意
見
に
も
相
違
が
残
さ
れ
て

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

學
者
の
見
解
も
多
く
一
致
を
見
て
ゐ
る
が

も
し
く
は

蓋
し、

爾
餘
の
方
法
は
比
較
的
、

簡
明
で
あ
り
、

複
利
計
算
を
減
債
償
却
に
應
用
す
る
も
の
に
減
債
基
金
法
さ
年
金
法
さ
が
あ
る
。

か
4

る
構
想
の
上
に
立
つ
さ
こ
ろ
の

そ
れ
ら
に
到
す
る

は
固
定
衰
本
の
耐
用
年
限
中
、
毎
期
一
定
額
の
減
債
償
却
費
を
費
粗
さ
し

こ
の
操
作
に
よ
っ

て
固
定
資
本
か
ら
遊
離
さ
れ
る
貨
幣
資
本
は
こ
れ
を
経
営
の
内
部
に
流
入



で
あ
る
。

減 債 基 金 法

年度 l 1賞却 牧 I禾り子牧入 1駅償却翌額互） 甚金累計

1 78.71 

゜
78.71 78.71 

2 78.71 3.93 82.64 161.35 

3 78.71 8.06 86.77 248.12 

4 78.71 12.40 91.11 339.23 

5 78.71 16.96 95.67 434.90 

6 78.71 21.74 100.45 535.35 

7 78.71 26.77 105.48 640.83 

8 78.71 32.04 110.75 751.58 

， 78.71 37.． 58 116.29 867.87 

10 78.71 I | 43.42 122.13 990.00 

787.10 202.90 990.00 

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

さ
れ
た
貨
幣
は
経
営
内
部
に
於
て
利
用
せ
ら
れ
、
相
應
額
の
餘
分
の
牧
益
を
齋
ら
し
て
ゐ
る
筈
で

あ
る
が
、

は
、
そ
の
牧
盆
を
分
離
し
て
減
憤
償
却
に
拘
ら
し
め
る
こ
さ
を
し
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。

い
ま
、
右
に
示
し
た
数
字
を
前
提
と
し
て
減
債
基
金
法
の
計
算
例
を
示
す
さ
次
の
如
く
で
あ
る
。

第

八

巻

償却費
(1,000-10) X 5 0,6 

(_l + 5 %Y0-1 
78.71 

五
四

な
ほ
利
子
率
は
五
％

第

一
一
漿

定
額
法
で

四

1)太田哲三．會計學概論、昭和 7年、p.211. 



さ
異
つ
て
、
こ
の
場
合
、

利
子
が
見
稜
ら
れ
る
の
は
各
年
度
に
於
け
る
元
本
残
高
に
討
し
て
ゞ
あ
る
。
こ
れ
を
減
債
償
却

減
債
依
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

か
ら
苺
年
一
定
額
を
支
彿
ひ
、
最
後
に
元
利
合
計
を
支
彿
ひ
つ
く
す
、
さ
云
ふ
機
構
で
あ
る
か
ら
、
減
債
基
金
法
の
場
合

る
。
郎
ち
、
年
金
な
る
も
の
は
最
初
に
投
下
さ
れ
た
元
金
の
各
年
度
に
於
け
る
残
高
を
運
用
利
殖
し
つ

4
、

で
あ
る
。

か
く
の
如
，
ヽ
年
金
の
原
理
が
そ
の
ま
＼
適
用
さ
れ
る
結
果

を
以
て
年
金
現
債
さ
同
一
説
し

第

八

巻

一
五
五

第

二

琥

五

J

の
方
法
は
次
の
や
う
な
構
造
を
持
つ
こ
さ
に
な

言
に
従
ふ
さ
、
成
程
、

損
盆
計
算
に
さ
つ
て
一
種
の
選
増
的
負
櫓
を
課
す
る
こ
さ
＼
な
る
。
然
し
、
諭
者
の

正
味
償
却
額
は
選
増
す
る
が
然
し
、

る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
に
於
て
各
年
度
の
損
盆
計
算
の
負
櫓
は
却
つ
て
公
平
さ
な
る
の
だ
さ
さ
れ
る
。

要
す
る
に
、
減

年
金
法

(
A
n
n
u
i
t
y
M
e
t
h
o
d
)
は
こ
れ
に
反
し
、
貨
幣
資
本
の
遊
離
は
全
く
こ
れ
を
無
視
し
、
逆
に
固
定
資
本
に
拘
束

毎
年
の
減
債
償
却
費
は
こ
の
年
金
元
本
か
ら
支
彿
は
れ
る
さ
こ
ろ
の
年
金
さ
考
へ
る
の

さ
れ
て
ゐ
る
茂
高
が
幾
何
で
あ
る
か
を
璽
要
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
元
利
中

帥
ち
、
こ
の
方
法
に
於
て
は
固
定
鉄
本
の
取
得
債
格

債
基
金
法
は
貨
幣
資
本
の
遊
離
を
重
要
親
し
た
計
算
方
法
で
あ
る
。

そ
れ
さ
並
行
的
に
損
盆
計
算
に
於
て
も
利
子
牧
入
が
逓
増
す

額
は
年
々
増
大
す
る
こ
さ
＼
な
り

む
に
つ
れ
年
々

こ
れ
が
増
加
す
る
こ
さ
＼
な
る
。

そ
の
忙
め
七
八
・
七
一
闘
さ
年
々
の
利
子
牧
入
を
加
へ
た
正
味
償
却

こ
の
計
算
例
が
示
す
や
う
に
、
年
々
の
償
却
費
は
七
八
・
七
一
闘
で
あ
っ
て
、

償
却
の
進

け
勘
な
い
。
そ
し
て
、
こ

の
不
足
分
は
年
々
の
回
牧
部
分
の
複
利
運
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
子
が
こ
れ
を
充
す
こ
さ
＼

な
っ
て
ゐ
る
。
然
し
、

そ
の
利
子
牧
入
は
、
同
牧
部
分
が
未
だ
少
額
で
あ
る
初
年
度
に
於
て
は
少
額
で
あ
り
、

直
線
法
に
よ
る
よ
り
も
二

0
・ニ
九
園
だ



年 金 法

年度 1償却我 1利子牧入 1闊却は 1板沌残高

1 128.71 50.00 78.71 921.29 

2 128.71 46.07 82.64 838.65 

3 128.71 41.94 86.77 751.88 

4 128.71 37.60 91.l l 660.77 

5 128.71 33.04 95.67 565.16 

6 128.71 28.26 100.45 464.71 

7 128.71 23.23 105.48 359.23 

8 128.71 17.96 110.75 248.48 

， 128.71 12.42 116.29 132.19 

10 128.71 6.58 122.13 10.00 

1,287.10 297.10 990.00 

(1,000ー lO)x5% 
償却我＝ ＋1,000 X 5% = 128.71 

(1 +5%)1o-l 

の
場
合
に
賞
て
は
め
る
さ
固
定
資
本
の
未
償
却
残
高
に
該
嘗
す
る
。

な
る
の
で
あ
る
。
前
の
例
で
云
へ
ば
、
九
九

0
園
は
年
金
現
債
に
相
嘗
し
、

従
っ
て
、
年
々

の
償
却
費
は
前
記
利
子
額
だ
け
多
く
計

2
 

上
さ
れ
る
勘
定
で
あ
る
。
い
ま
計
算
例
を
以

て
示
す
さ
次
の
如
く
で
あ
る
。
前
提
は
同
前
。

を
加
へ
た
も
の
が
年
々
に
分
割
し
て
償
却
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

な
ほ
こ

の
上
に
毎
年
の
残
高
に
到
す
る
利
子

が
利
子
を
生
む
も
の
さ
、
仮
定
さ
れ
、
そ
の
利
子
の
線
額
ご
最
初
の
固
定
資
本
投
下
額
さ
の
合
計
が
償
却
を
要
す
る
金
額
さ

か
く
の
如
く
し
て
年
々
の
固
定
資
本
の
未
償
却
残
高

第

八

巻

一
五
六

第

二

披

2)太田哲三、前掲書、 p.121. 



額
二

0
減
信
倣
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

て
、
利
子
牧
入
だ
け
却
つ
て
減
憤
償
却
費
が
増
大
す
る
の
で
あ
る
。

九
0
個
の
利
子
牧
入
を
基
金
に
繰
入
れ
て
ゐ
る
。

い
ま
、
減
債
基
金
法
さ
年
金
法
さ
を
野
比
し
て
み
る
に

第

八

巻

一
五
七

第

二

猿

七

J

の
こ
さ
を
反
面
か
ら
云
へ
ば
、
年
金
法
の
減
憤
償

か
も
こ
の
利
子
牧
入
は
元
本
さ
合
し
て
、
年
金
（
減
債
償
却
費
）
さ
し
て
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ

の
牧
盆
は
正
味
償
却
額
の
選
増
さ
並
行
的
に
増
加
す
る
か
ら
、
相
殺
的
に
作
用
し
、
結
局
、
損
盆
計
算
の
各
年
度
の
負
揃

減
偵
基
金
法
の
場
合
＞

Jヽ

同
様
に

り
、
直
線
法
の
場
合
さ
等
し
い
。

牧
入
に
よ
つ
て
差
引
さ
れ
る
も
の
さ
仮
定
さ
れ
る
か
ら
、
損
盆
計
邸
に
課
せ
ら
れ
る
正
味
負
搬
は
線
計
、
九
九
〇
園
で
あ

こ
の
計
算
例
に
つ
い
て
み
る
と
、
毎
年
の
償
却
費
は
―
二
八

・七

一
園
で
あ
る
か
ら
、

七
一
園
だ
け
多
い
こ
さ
に
な
る
。
然
し
、
こ
の
超
過
額
ば
毎
年
の
元
本
残
高
（
未
償
却
残
高
）
の
運
用
か
ら
生
す
る
利
子

亡
ゞ
、
未
償
却
残
高
は
初
年
度
に
大
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
計
算
さ
れ
る
差
引

利
子
も
初
期
に
大
で
あ
り
、
従
っ
て
損
盆
計
算
に
課
せ
ら
れ
る
正
味
信
却
額
は
蓮
増
的
の
も
の
さ
な
っ
て
く
る
。
然
し
、

遊
離
さ
れ
忙
貨
幣
資
本
が
経
螢
内
で
使
用
せ
ら
れ
牧
益
を
あ
ぐ
る
も
の
さ
す
れ
ば
、
こ

を
公
平
な
ら
し
め
る
こ
さ
に
な
る
。
年
金
法
は
以
上
の
や
う
な
主
張
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
。

一
方
は
遊
離
し
忙
既
償
却
貨
幣
資
本
に
利
子
を
見
積
り
、
総

従
っ
て
、
そ
れ
だ
け
減
憤
倣
却
費
を
鰐
減
す
る
こ
さ
に
な

る
。
然
る
に
年
金
法
は
未
償
却
の
岡
定
表
本
残
高
を
年
金
の
運
用
元
本
さ
同
一
説
し
、

従
つ
て
利
附
資
本
さ
同
一
親
す
る

か
ら
、
元
本
残
高
（
岡
定
査
本
残
高
）
に
封
す
る
利
子
牧
入
継
額
二
九
七•
1
0
闘
を
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

却
費
の
中
に
は
同
定
資
本
の
消
耗
額
の
外
に
年
々
の
固
定
査
本
残
高
に
釘
す
る
利
子
原
債
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
さ
を
示
す

直
線
法
の
場
合
に
比
し
て
二
九
・



貨
甚
金
法
ャ
中
、
い
さ
す
る
論
議
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

に
於
け
る
償
却
費
の
軽
減
は
反
面
に
於
て
、
利
子
牧
入
の
基
金
繰
入
れ
に
よ
っ
て
無
効
に
さ
れ
る
。
従
っ
て
結
局
の
さ

こ

ろ
、
年
々
の
損
盆
計
算
に
封
す
る
正
味
償
却
負
揃
は
雨
方
法
さ
も
全
く
等
し
い
結
果
さ
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
勿
論
、

以
上
に
よ
っ
て
、
大
憫
、
複
利
計
算
を
用
ふ
る
二
方
法
を
設
明
し
た
が
．

の
理
論
的
根
撒
が
ざ
こ
ま
で
減
債
償
却
の
本
質
に
適
ふ
も
の
で
あ
る
か
さ
云
ふ
黙
で
あ
る
。

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
貼
に
つ
苔
諸
家
の
論
争
乃
至
は
主
張
を
吟
味
し
つ
4

、

減
僧
償
却
に
複
利
計
算
を
應
用
す
る
こ
さ
の
可
否
に
つ
い
て
は
種
々
の
見
解
が
あ
る
が
、

心っ
y
J

し
て
考
察
を
す

＼
め
よ
う
さ
恩
ふ
。

諭
争
の
そ
の

．一
は
パ
ッ
ソ
ウ
さ
シ
ッ
フ
さ
の
間
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
減

な
ほ
、
こ
の
論
年
に
つ
い
て
は
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
批
評
が
あ
る
か
ら

二
つ
の
論
争
を
め
ぐ
つ
て

算
及
び
原
債
計
算
に
さ
つ
て
有
す
る
意
義
如
何
で
あ
る
。

J

＼
で
は
一
―
つ
の
論
舘
を
中

究
明
を
加
へ
た
い
。

ま
た
、
雨
方
法
の
解
輝
に
つ
い
て
も
必
ら
す
し
も
意
見
の
一
致

第
二
に
は
雨
方
法
が
損
盆
計

．
 

J

＼
に
問
題
さ
な
る
の
は
第
一
に
、
雨
方
法

あ
る
。

雨
方
法
の
櫨
つ
て
立
つ
さ
こ
ろ
の
基
礎
は
全
く
異
つ
て
居
り
、
且
つ
原
債
計
算
に
野
す
る
闘
係
も
著
し
く
相
違
す
る
の
で

然
し
、
年
金
法
に
於
け
る
利
子
原
債
の
負
据
は
反
面
に
於
て

減
償
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

利
子
牧
入
の
仮
定
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
減
債
基
金
法

第

八

巻

一
五
八

第

二

膝

ノ＼



減
債
依
却
に
於
け
る
利
子
の
問
姐

し
さ
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し

第

八

巻

一
五
九

第

二

琥

カ」

「こ

の
方
法
に
従
ふ
さ
き

パ
ッ
ソ
ウ
は
減
債
償
却
さ
そ
れ
以
外
の
可
能
な
操
作
さ

の
混
同
を
巌
し
く
拒
否
す
る
の
で
あ
る
が
、

事
例
を
彼
は
減
憤
償
却
に
於
け
る
複
利
計
算
の
應
用
に
見
出
す
の
で
あ
る
。

ら
な
い
、

意
見
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
い
ま
彼
に
従
ふ
さ
、
こ

の
問
題
を
考
察
す
る
に
際
し
、

さ
云
ふ
。
そ
の
（
一
）
は
、

固
定
資
本
の
減
債
額
の
全
部
が
減
債
償
却
に
よ
っ
て
償
は
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

償
却
費
の
線
額
さ
償
却
基
金
に
野
す
る
複
利
々
子
さ
の
合
計
が
固
定
衰
本
の
継
減
債
額
に
等
し
け
れ
ば
よ
い
さ
考
へ
る
も

複
利
計
算
を
應
用
す
る
こ
>
こ
に
よ
っ
て
、
減
債
償
却
の
負
据
を
初
年
度
に
轄
く
、
後

年
度
に
重
く
配
分
し
よ
う
さ
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
部
分
、
我
々

の
年
金
法
に
相
帝
国
す
る
。

第
一
の
場
合
、
郎
ち
減
債
基
金
法
に
野
す
る
彼
の
反
釘
意
見
は
次
の
黙
に
存
す
る
。
郎
ち
、

は
（
年
利
率
四
。
ハ
ア
セ
ン
ト
さ
し
て
）
五

0
年
の
使
用
壽
命
を
も
つ
一
建
物
に
於
て
、

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
我
々

の
減
債
基
金
法
に
該
嘗
す
る
。

そ
の
建
設
費
債
値
の
全
部
で
な
く

そ
の
（
二
）
は
、
固
定
資
本
の
減
憤
額
全
部
を
減
債
償
却
す
ぺ

二
つ

の
場
合
セ
匿
別
し
な
け
れ
ば
な

従
っ
て
パ
ッ
ゾ
ウ
は
複
利
計
算
法
に
反
野
の

か
4

る
混
同
の

(1) 

P
a
s
s
o
w
 ~
 S
c
h
i
f
f
 

そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
一
瞥
を
加
へ
る
こ
こ

4

す
る
。

次
に
も
う
―
つ

の
論
手
は
我
國
の
太
田
哲
三
教
授
さ
―
―
一
邊
金
蔽
教
授

さ
の
間
に
交
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
主
さ
し
て
年
金
法
に
闘
聯
す
る
。

ー
ク
の
所
説
を
中
心
さ
す
る
さ
見
う
る
か
ら
、
我
々
は
リ
ー
ク

の
見
解
に
も
言
及
す
る
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
こ
の
論
争
は
複
利
計
算
法
に
野
す
る
リ

1) R. Passow, Die Bilanzen de_r Privaten und l)ffentlichen Unternehm-
ungen. Bd. I., 3te Aufl., 1921. S. 2G7. 



し
て
：
·
：
僅
か
一1
-―
•
五
パ
ア
セ
ン
ト
帥
ち
、
三
分の
一
足
ら
す
が
全
経
過
期
間
中
に
償
却
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

2
 

0
年
の
使
用
壽
命
の
も
の
に
於
て
は
練
償
却
額
は
建
設
喪
債
値
の
八
パ
ア
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い

0

」
何
故
な
ら
減
債
償
却
基

金
か
ら
生
す
る
利
子
額
だ
け
償
却
費
が
低
下
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
、

は
不
嘗
に
も
過
度
に
低
く
見
積
ら
れ
、

い
」
か
く
の
如
く
、
パ
ツ
ゾ
ウ
は
減
偵
基
金
法
に
於
て
計
上
さ
れ
る
減
憤
償
却
費
は
同
定
衰
本
の
憤
値
消
耗
を
償
ふ
に

足
ら
な
い
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
複
利
々
子
が
こ
れ
に
加
算
せ
ら
れ
る
こ
さ
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

減
債
償
却
さ
結
び
付
け
る
こ
さ
を
考
へ
な
い

の
み
な
ら
す
、
な
ほ
後
述
の
や
う
に
、

否
定
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
釘
し
て
論
敵
シ
ッ
フ
は
次
の
如
く
云
ふ
。
郎
ち
、
人
が
固
定
衰
本
の
消
耗
を
償
却
す
る
際
に
、

一
括
し
て
減
債
償
却
さ
し
て
示
す
に
せ
よ
、
或
は
そ
の
一

部
分
を
『
減
債
償
却
』
さ
し
て
、
残
り
の
部
分
を
『
複
利
々
子
』

り
は
な
い
さ
。
帥
ち
、

そ
こ
に
は
減
債
償
却
の
概
念
に
釘
す
る
原
理

償
却
さ
る
ぺ
ぎ
額
が
使
用
壽
命
期
間
中
に
完
全
に
償
却
さ
れ
る
こ

t」
が
決
し
て
な

こ
4

で
は
彼
の
所
得
を
減
す
る
こ
さ
が
問
題
で
あ
る
」
こ
さ
に
は
愛

シ
ッ
フ
は
同
定
表
本
の
減
債
額
に
相
嘗
す
る
も
の
が
現
質
に、

さ
て
、
こ

の。
ハ
ッ
ソ
ウ
さ
シ
ッ
フ

の
到
立
を
仔
細
に
吟
味
し
て
み
る
に
、

さ
し
て
示
す
に
せ
よ
、
い
づ
れ
の
場
合
に
於
て
も

減
債
依
却
に
於
け
る
利
子

の
問
題

第

八

巻

「
減
債
償
却
を

償
却
費
及
び
利
子
＞
こ
し
て
練
所
得

の
中
か
ら
控
除
さ
れ
、
同
牧
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
、
パ
ッ
ソ
ウ
の
如
く
云
ふ
の
は
誤
解
で
あ
る
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。

的
な
四
立
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
わ
か
る
。
帥
ち
、
バ
ッ
ソ
ウ
は
固
定
衰
本
か
ら
生
産
物
へ

の
債
値
移
韓
過
程
を
重
親
し

か
4

る
利
子
の
成
立
の
必
然
さ
を
も

彼
は
こ
れ
を

J

の
方
法
に
よ
れ
ば
「
減
債
償
却

一
六

0

第

二

賊

:o 

1
0
 

2) Passow, a. a. O. S. 208. 
3) Passow, a. a. 0. S. 210. 
4) E. Schiff, Die Zinseszins bei Abschreibungen und die Wirkung der 

Abschreibung. Zeitschrift f. Hande!swissenschaft und Handelspraxis 
1910. Heft 8, S. 275. 



減
債
倣
却
に
於
け
る
利
子
の
問
旭

移
轄
か
ら
債
値
回
牧
さ
進
行
す
ぺ
ぎ
で
あ
る
の
に

こ
さ
あ
り
さ
し
て
も
、

却
費
が
正
し
く
把
捉
さ
れ
得
な
い
こ
さ
に
な
る
。

第

八

巻

一
ナ

第

二

琥

シ
ッ
フ
は
こ
れ
を
逆
行
せ
し
め
る
の
み
で
な
く
、

ま
づ
正
し
い
董
の
費

そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
前
述
の
如

勿
論
、
バ
ッ
ソ

も
し
か
く
の
如
ぎ
原
債
計
算
に
よ
つ
て
販
喪
憤
格
が
決
定

も
知
れ
な
い
が
、
生
ギ
庇
物
債
値
の
中
に
於
て
、

同
定
衰
本
の
消
耗
部
分
が
占
め
る
債
値
訛
、
郎
ち
原
債
要
素
さ
し
て
の
償

る
の
で
あ
る
。
然
し
か
く
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
、
成
程
、
損
盆
計
算
か
ら
は
固
定
衰
本
債
値
相
嘗
額
が
留
保
さ
れ
得
る
か

て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

従
っ
て
、
パ
ッ
ソ
ウ
に
於

tC
は
生
産
物
債
値
の
中
で
固
定
資
本
消
耗
部
分
が

占
め
る
さ
こ
ろ
の
債
値
麓
が
正
し
く
把
捉
さ
れ
、
源
債
要
素
さ
し
て
の
減
債
償
却
が
正
帝
国
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に

値
が
再
回
牧
さ
れ
＼
ば
よ
い
さ
考
へ
る
。
然
る
に
、

従
っ
て
、

さ
も
角
、
紬
牧
盆
万
中
か
ら
固
定
資
本
の
結
債

そ
の
線
牧
盆
の
中
に
は
減
債
償
却
基
金
か
ら
の
利
子
牧
入
も
含
ま
れ

こ
の
利
子
さ
合
は
せ
て
固
定
資
本
債
値
に
等
し
く
な
る
や
う
な
額
を
以
て
償
却
費
ご
な
し
う

そ
の
結
果
｀

さ
れ
た
さ
す
れ
ば
、
基
金
利
子
の
負
換
に
於
て
、
生
産
物
を
不
帝
国
に
安
く
喪
る
こ
さ
＼
な
る
で
あ
ら
う
。

ウ
が
減
噴
基
金
法
は
固
定
資
本
債
値
を
同
牧
せ
し
め
な
い
さ
云
ふ
な
ら
、

く
、
さ
も
角
、
綿
牧
盆
か
ら
必
要
額
が
控
除
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。

然
し
、

そ
の
利
子
額
だ
け
低
め
ら
れ
て
ゐ
る
減
債

償
却
費
そ
の
も
の
は
箕
貨
の
意
味
の
、
固
定
資
本
の
磨
滅
を
、
費
用
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
。

用
そ
れ
自
恰
が
計
上
さ
る
ぺ
苔
で
あ
る
。
然
る
の
ち
、

そ
の
費
用
の
代
償
さ
し
て
得
た
る
貨
幣
が
休
息
中
に
利
子
を
生
む

そ
れ
が
最
初
の
費
用
量
そ
の
も
の
を
愛
更
せ
し
め
る
理
由
は
毛
頭
な
い
の
で
あ
る
。
事
態
は
債
値

そ
の
結
果
、
債
値

シ
ッ
フ
は
逆
に
債
値
同
牧
過
程
か
ら
問
題
を
見
る
の
で
あ
る
。

減
債
償
却
を
輩
純
に
費
用
さ
考
へ
て
ゐ
る
。



を
拘
束
し
な
い
。
故
に
利
子
を
生
む
こ
さ
は
な
い
。

の
建
設
が
借
入
金
を
以
て
行
は
れ
て
居
り

然
し
、
バ
ッ
ソ
ウ
も
ま
た
大
い
な
る
誤
り
セ
犯
し
て
ゐ
る
。

認
め
る
こ
さ
が
で
き
る
。

移
轄
そ
の
も
の
を
歪
曲
す
る
こ
さ
に
な
る
。

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

こ
の
意
味
で
我
々
は
。
ハ
ッ
ゾ
ウ
の
減
債
基
金
法
批
判
に
原
理
的
な
正
し
さ
を

に
来
る
ぺ
苔
債
値
回
牧
過
程
さ
更
に
こ
れ
に
よ
っ
て
箭
ら
苔
れ
る
基
金
の
形
成
さ
を
見
よ
う
>

Jヽ

ーは
し
な
い
の
で
あ
る
。
パ

ッ
ソ
ウ
は
減
依
基
金
法
を
拒
否
す
る
た
め
に
は
前
述
の
如
く
、

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

て
誤
謬
を
犯
し
、

な
ほ
進
ん
で
、
利
子
の
成
立
を
否
定
せ
ん
さ
し
、

不
必
要
な
論
年
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。

つ
て
ゐ
る
や
う
な
複
利
々
子
が
生
す
る
仁
め
に
は
そ
の
元
本
亡
る
財
産
が
存
在
し
な
べ
て
は
な
ら
な
い
。

然
る
に
減
憤
償

却
は
固
定
資
本
の
「
減
債
を
計
算
上
に
顧
慮
す
る
こ

'
Y
J

(
r
e
c
h
n
e
r
i
s
c
h
e
 
B
e
r
u
c
k
sic
h
t
i
g
u
n
g
)

以
外
の
も
の
で
は
な
い」。

そ
れ
は
輩
な
る
費
用
の
計
上
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
野
應
的
な
資
産
ヤ
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

じ
亡
っ
Jヽ

せ
よ
、
減
憤
償
却
が
行
は
れ
て
居
つ
て
も
野
應
的
な
資
産
ク
ぜ
形
成
す
る

こ
>ヽJ
は
な
い
で

あ
ら
う。

固
定
設
備
の
壽
命
の
終
了
さ
共
に
事
業
も
終
了
す
る
が
如
苔
場
合
に
は
償
却

の
進
行
に
つ
れ
て
借
入
金
の
返
齊
が
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
る
場
合
に
は
資
産
が
拘
束
さ
れ
る
さ
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

ま
し
て
減
債
償
却
が
固
定
設
備
再
調
達
の
手
段
を
蓄
稜
す
る
作
用
を
も
つ
さ
云
ふ
の
は
誤
り
で
あ
る
。
減
債
償
却
は
資
査

こ
の
や
う
に
パ
ッ
ソ
ウ
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ま
忙
固
定
設
備

も
し
企
業
が
損
失
を
生

バ
ッ
ソ
ウ
は
次
の
如
く
考
へ
る
。
部
ち
、
こ
＼
に
問
題
さ
な

更
に
基
金
の
形
成
を
否
定
す
る
こ
さ
に
よ
っ

固
定
資
本
の
消
耗
債
値
量
の
絶
野
性
を
主
張
す
れ
ば
充
分

郎
ち
、
彼
は
債
値
移
轄
過
程
に
固
執
す
る
の
あ
ま
り
、
次

第

八

巻

一
六

第

二

猿

5) Passow, a. a. 0. S. 204. 
6) Passow, a. a. 0. S. 202ー 205.



減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

資
産
を
蓄
稜
し
こ
れ
を
拘
束
す
る
も
の
さ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

第

八

巻

● ― 

＇ ，，・、

t;·~: 
弟

二

猿

も

し

く

は

基

金

が

忠晶

「
減
債
償
却
は
補
償
財
産
を
集
稜

解
は
シ
ッ
フ
の
批
判
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
誤
謬
で
あ
る
。

然
し
、
こ
の
見
解
は
夙
に
シ
ッ
フ
が
レ
ー
ム

‘,’ 7
 

る
。
帥
ち
、

(
R
e
h
m
)

の
見
解
さ
し
て
否
定
し
た
さ
こ
ろ
の
も
の
さ
同
じ
も
の
で
あ

レ
ー
ム
は
減
債
償
却
を
以
て
輩
な
る
消
極
記
競
を
有
す
る
敷
的
大
い
さ
で
あ
り
、

方
勘
定
項
目
に
す
ぎ
な
い
さ
し
、
従
っ
て
凡
そ
利
子
の
如
き
は
問
題
さ
な
ら
な
い
、
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
、
こ
の
見

パ
ッ
ゾ
ウ
が
損
失
の
場
合
に
は
財
産
拘
束
を
生
じ
な
い
、
さ
云

ふ
が
如
き
は
何
の
論
證
に
も
な
ら
な
い
。
財
産
を
拘
束
す
べ
苔
筈
の
も
の
が
然
か
し
得
な
か
っ
た
か
ら
損
失
な
の
で
あ

る
。
ま
た
、
企
業
の
解
散
等
、
例
外
的
の
場
合
を
前
提
す
る
の
も
正
し
い
方
法
で
は
な
い
。

減
憤
償
却
は
、

そ
の
額
だ
け
が
利
潤
さ
し
て
経
営
の
外
に
分
配
さ
れ
る
こ
さ
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
意
味
に
於
て
、
賞
然

だ
か
ら
シ
ッ
フ
が
、

す
る
作
用
を
も
つ
。
但
し
作
用
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
目
的
を
も
つ

の
で
は
な
い
」
さ
云
ふ
の
は
全
く
正
し
い

。
然
し
、

そ

の
故
に
、
複
利
々
子
額
だ
け
減
憤
償
却
を
低
下
せ
し
め
る
こ
さ
の
誤
り
な
る
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
減
憤
償
却
基
金

が
利
子
を
生
む
こ
"
J
J

A
固
定
咲
本
の
消
耗
"
J
J

は
相
互
に
獨
立
し
た
一
行
程
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
償
却
の
進
行
さ
共
に
碁
金
が
増
大
し
、

そ
れ
に
つ
れ
て
利
子
牧
入
の
増
加
、

業
の
撰
張
に
利
用
さ
れ
る
な
ら
1

餘
分
の
利
潤
を
箭
ら
す
こ
さ
に
な
る
で
あ
ら
う
。

然
る
に
問
穎
さ
な
る
固
定
賽
本
の

機
能
は
全
期
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
さ
す
れ
ば
、
同
一
の
同
定
衰
本
設
備
か
ら
生
す
る
牧
盆
が
年
に
よ
っ
て
異
る
さ
云

ふ
結
果
を
生
す
る
。
い
ま
、
複
利
計
算
の
應
用
は
か
し
る
牧
盆
3
不
平
等
を
矯
正
す
る
効
果
を
も
つ
さ
云
は
れ
る
。
然
る

帳
簿
上
に
構
想
さ
れ
た
貸

7J E. Schiff, Die Wertminderungen an Eetriebsanlagen in wirtschaftlich-
er, rechtlicher und rechnerischer Beziehung. ! 909, S. 63. 

8) Schiff, Zeitschrift, a. a. 0. S. 276. 



②

L
o
w
e
n
s
t
e
i
n
の
見
解

忙
黙
に
於
て
。
ハ
ッ
ゾ
ウ
は
正
し
く

に
、
パ
ッ
ソ
ウ
は
こ
の
効
果
に
つ
い
て
も
異
論
を
挿
む
の
で
あ
る
。

消
耗
の
全
額
を
償
却
す
る
の
だ
が
各
年
度
の
負
橡
を
異
な
ら
し
む
る
た
め
に
複
利
計
算
を
用
ふ
る
場
合
ー
の
批
判
に
於

て
述
ぺ

ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
主
張
は
極
め
て
簡
輩
で
あ
る
。

郎
ち、

を
省
か
う
。

償
却
額
の
累
増
が
利
子
牧
入
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
さ
云
ふ
こ
さ
は
あ

然
し
、
こ
の
批
評
は
彼
の
前
提
そ
の
も
の
が
誤
り
な
の
で
あ
る
か
ら

こ
れ
に
封
す
る
シ
ッ
フ
の
反
駁
は
正
し
い
が
、
そ
れ
も
こ

4

に
は
言
及
す
る
こ
さ

要
す
る
に

、
パ
ッ
ゾ
ウ
封

、
ン
ツ
フ

の
吟
喪
争
の
検
討
は
我
々

に
、

正
し
く
把
捉
す
る
も
の
で
は
な
い
、

か
4

る
財
産
は
何
ら
か
の

既
述
の
如
く
、
彼
は
減
債
償
却
は
必
ら
す
し
も
基
金

さ
云
ふ
結
論
を
敦
へ
た
。
費
用
（
原
債
）
さ

し
て

の
減
債
償
却
を
絶
封
的
に
把
持
し

基
金
の
形
成
さ
利
子
の
可
能
を
否
定
し
た
黙
に
於
て
彼
は
錯
誤
に
陥
つ

て
ゐ
る
さ
云

ひ
う
る
。
而
し
て
シ
ッ
フ
の
功
罪
は
正
さ
に
バ
ッ
ソ
ウ
の
そ
れ
の
逆
に
裳
る
。

前
項
の
論
争
を
継
括
的
に
批
判
し
な
が
ら
、

る
。
彼
は
シ
ッ
フ
の
見
解
を
全
面
的
に
支
持
し
つ
＼
、
減
債
償
却
は
財
産
を
拘
束
す
る
こ
さ
、

立
入
つ
て
問
題
さ
す
る
に
及
ば
な
い

。

を
形
成
せ
し
め
な
い
さ
考
へ
る
の
で
あ
る
か
ら

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

新
し
い
別
の
視
勘
を
提
示
し
た
も
の
に
ロ
ェ

ー
ヴ
ェ
ン

シ
ュ
タ
イ

ン
が
あ

り
得
な
い
さ
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

減
債
基
金
法
は
費
用
（
原
債
）
さ

し
て

の
減
債
償
却
を

そ
れ
は
彼
が
學
げ

て
ゐ
る
第
二
の
場
合
1

郎
ち

第

八

巻

一
六
四

第

二

猿

一
四

1) R. Lowenstein, Der Einfluss der Zinsen auf die Abschreibung. Zeits-
chrift f. Handelswissenschaftliche Forschung, 1921. Jg. 15. S. 371-389. 



減
債
依
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

（
一
）
減
債
償
却
費
七
、
九
五

0
闘、

（
二
）
利
子
原
憤
五
、

0
0
0
:
@
(
1
1

一
）
及
び
商
品
原
債
に
野
す
る
若
干
の
利
潤
割

増
、
を
受
入
れ
、
支
出
さ
し
て
は
（
一
）
同
額
の
減
債
償
却
費
さ
（
二
）
査
本
主
へ
支
彿
ふ
べ
き
利
子
五
、

0
0
0闘
セ

（
一
）
償
却
費
七
、
九
五
〇
闘
、
（
二
）
衰
本
利
子
彿
五
、

0
0
0闘
が
支
出
せ
ら
れ
る
。

於
て
は
若
干
愛
化
し
、
且
つ
、
こ
し
で
二
つ
の
可
能
性
が
慨
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

に
討
す
る
利
子
原
債
の
基
準
を
何
に
求
め
る
か
、
さ
云
ふ
黙
で
あ
る
。

却
を
受
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
利
子
原
債
を
最
初
の
投
下
資
本
憤
値

(
A
n
f
a
n
g
s
w
e
r
t
)
に
つ
苔
算
出
す
る
か
、
償
却
額

支
彿
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
次
に
第
二
年
度
の
終
り
を
見
よ
う
。

か
く
し
て
、
他
の
一
切
の
要
因
を
無
親
す
れ
ば

彼
は
ま
づ

を
論
證
す
る
の
で
あ
る
。

第

八

巻

一
六
五

第

二

跛

. 

Ji. 

蓋
し
、
固
定
資
本
は
第
二
年
度
に
於
て
は
ニ
部
分
償

そ
の
哀
別
さ
は
固
定
資
本
債
値

然
し
、
牧
入
の
側
は
第
二
年
度
に

こ
の
期
に
於
て
も
支
出
は
前
期
さ
同
様
で
あ
っ
て

-
0萬
闘
の
資
本
金
の
全
部
が
固
定
資
本
に
投
下

さ
れ
て
ゐ
る
場
合
を
構
想
し
、

五
。
ハ
ア
セ

ン
ト

の
利
子
が
支
彿
は
れ
る
も
の
ご
考
へ
る
。
更
に
固
定
表
本
の
瘍
茂
債
値
を
零
｀
耐
用
年
限
を

i
0年
さ
な

し
毎
年
の
減
債
償
却
額
を
年
利
李
五
分
の
減
債
基
金
法
に
よ

っ
て

七
、
九
五
〇
闘
さ
定
め
る
。

物
の
原
債
の
う
ち
に
は
減
債
償
却
費
の
外
に
同
定
資
本
債
値
に
対
す
る
利
子
原
債
五
パ
ア
セ
ン
ト
が
見
込
ま
れ
る
こ
さ
に

な
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
原
債
は
何
れ
も
商
品
の
債
格
か
ら
同
牧
さ
れ
る
建
前
で
あ
る。

螢
業
第
一
年
の
終
末
に
於
て
こ
の
企
業
家
は
商
品
の
喪
上
に
よ
っ
て

な
ほ
彼
の
構
想
で
は
生
森

J

の
資
本
に
対
し
年
々

形
で
経
螢
に
餘
分
の
牧
盆
を
窟
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
さ
を
諭
じ
、
次
い
で
特
異
な
仕
方
で
減
債
基
金
法
の
計
算
の
正
賞
さ



な
る
。
故
に
固
定
資
本
残
高
に
つ
い
て
利
子
原
債
を
見
込
む
場
合
、
帥
ち
、
第
二
年
度
に
於
て
一

1

一
九
七
園
の
牧
入
減
を
生

-
0萬
闘
に
充
た
な
く

園
を
不
足
す
る
こ
さ
に
な
る
。

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

を
控
除
せ
る
疫
高
債
値

(
R
e
s
t
w
e
r
t
)

に
つ
い
て
求
め
る
か
の
二
途
を
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。

に
よ
る
さ
ぎ
は
、
こ
の
期
末
の
牧
入
は
（
一
）
償
却
費
七
、
九
五

0
園、

（
二
）
利
子
原
債
、

（
四
）
償
却
基
金
利
子
三
九
七
園
さ
な
り
、

る
こ
さ
＼
な
る
。
こ
の
方
法
に
従
へ
ば
第
一
年
度
の
計
算
さ
全
く
同
一
の
結
果
を
示
す
。
然
る
に

(

b

)

凌
高
債
値
に
よ

（
三
）
利
潤
割
増
、

愛
さ
し
て
も
ー
ー
な
ほ
第
一
年
度
に
比
し
て
三
九
七
圃
の
牧
入
減
を
生
す
る
こ
さ
に
な
る
。

そ
こ
で

(

a

)

投
下
債
値

五、

0
0
0
闘

少
し
た
だ
け
利
子
原
債
が
低
下
し
、
そ
れ
だ
け
ま
た
販
戎
憤
格
も
低
下
し
た
さ
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）
利

蓋
し
、
固
定
資
本
残
高
の
減

(

a

)

の
場
合
に
は
利
子
原
債
五
、

0
0
0園
の
牧
入
を
以
て
資
本
主
へ
の
利
彿
五
、

0
0
0園
が
支
彿
ひ
得
た
の
で

(

b

)

の
場
合
に
於
て
は
利
子
原
憤
四
、
六

011
一
園
の
牧
入
を
以
て
し
て
は
資
本
主
へ
の
利
彿
に
な
ほ
三
九
七

然
る
に
、
こ
の
不
足
額
は
丁
度
、
二
年
度
に
於
け
る
基
金
利
子
に
該
嘗
す
る
。
そ
こ
で
、

(
b
)
の
場
合
に
は
基
金
利
子
が
資
本
主
へ
の
利
彿
の
不
足
分
充
填
の
た
め
轄
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
然
し
、

く
す
る
さ
き
は
基
金
へ
の
利
子
繰
込
れ
が
不
可
能
さ
な
り
償
却
基
金
は
固
定
資
本
耐
用
年
限
後
、

す
る
方
法
を
用
ふ
る
場
合
に
は
、
年
償
却
費
は
七
、
九
五
〇
園
さ
計
算
さ
る
べ
き
で
は
な
く
て
、

力>

-
0、
0
0
0園
っ
ミ
計
算

あ
る
が

で

さ
こ
ろ

分
、
郎
ち
、
四
、
六

011
一
園
さ
な
り

（
四
）
基
金
利
子
三
九
七
園
を
加
へ
て
ー
_
利
潤
割
増
を
不

る
さ
き
は

（
一
）
償
却
費
は
同
上
で
あ
る
が

（
二
）
利
子
原
債
は
固
定
資
本
残
高
、
九
二
、

0
五
0
園
に
封
す
る
五

潤
割
増
（
以
上
商
品
原
憤
ご
し
て
）

こ
の
利
子
は
更
に
基
金
に
繰
入
れ
ら
れ

第

八

巻

一
六
六

第

二

猿

一
六



以
上

何
故
な
ら
、

基
金
利
子
に
相
賞
す
る
額
が
年
た

基
金
に
繰
入
れ
ら
れ
る
前
提
の
下
に
於

ロ
エ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
以
上
の
や
う
な
計
算
例
を
基
礎
さ
し
て
次
の
如
き
結
論
に
到
逹
す
る

の
で
あ
る
。

「
減
憤
償
却
に
於
け
る
利
子
計
算
（
こ
4

で
は
減
依
基
金
法
ー
~
引
用
者
）
の
問
題
は
い
ま
や
、

利
子
を
如
何
に
原
債
計
算
に
持
込
む
か
さ
云
ふ
問
題
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
第
一

の
方
法
ー
ー
-Anlagen,Anfang,

に
従
ふ
な
ら
ば
複
利
計
算
を
用
ふ
べ
き
で
あ
る。

第
二
の
方
法
ー
—
-
A
n
l
a
g
e
n
,
R
e
s
t
w
e
r
t
v
e
r
z
i
n
,

s
w
e
r
t
v
e
r
z
m
s
u
n
gー

）
 

2
 

s
u
n
g
|
|—
に
よ
る
な
ら
ば
複
利
計
算
は
無
視
す
べ
き
で
あ
る
、
」
>
こ

゜

等
な
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
減
憤
償
却
の
進
行
に
も
拘
ら
す
、
生
産
條
件
は
不
愛
さ
見
る
ぺ
ぎ
で
あ
る
。
然
ら
ば
固
定

資
本
原
債
を
年
度
の
進
行
さ
共
に
低
下
せ
し
め
生
産
費
を
愛
化
せ
し
め
る
の
は
不
帝
国
で
あ
る
。

傾
向
が
大
で
あ
る
力
、
ま
た
は
修
繕
費
増
加
傾
向
の
大
で
あ
る
場
合
の
外
は
原
則
さ
し
て
投
下
債
値
利
子
原
憤

(
A
n
f
a
n
,

gswertverzinsung} ~
採
用
す
ぺ
く
、
従
っ
て
複
利
計
算
（
減
債
基
金
法
）
を
採
用
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

抑
ち n．ち、

白

減
債
依
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題
~

ロ
エ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
論
證
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が

第

八

巻

一
六
七

第

二

猿

一
七

こ
の
論
證
の
致
命
的
な
鋏
陥
は
個
別
的
生
産

故
に
、
生
産
能
率
の
低
下

一
般
に
同
定
資
本
の
耐
用
年
限
の
測
定
に
於
て
は
、
そ
の
第
一
年
度
の
能
李
さ
最
終
年
度
の
能
率

t
は
殆
ん
ざ
差

で
は
何
れ
の
方
法
を
用
ふ
べ
ぎ
で
あ
る
か
。

れ
る
さ
す
れ
ば

七
、
九
五
〇
園
で
は
不
足
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

て
は
年
々

の
償
却
費
は
七
、
九
五

0
闘
を
以
て
足
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
金
利
子
が
年
々

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

衰
本、
王
の
利
彿
へ
流
用
さ

設
備
資
本
の

彼
は
問
題
を
固
定
資
本
の
生
産
能
率
の
推
移
如
何
に
か
4

い
ら
し
め
＿る。

2J Lowenstein, a. a. 0 S. 378. 



ま
づ
、
リ
ー
ク
の
主
張
を
こ

L
に
窺
ふ
こ
さ
＼
す
る
。

減
債
償
却
に
於
け
る
複
利
計
算
の
應
用
に
野
し

⑱

L
e
a
k
e
 

の

所

詮

も
ち
う
る

t
云
つ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。

は
悔
か
に
視
野
の
一
展
開
を
意
味
す
る
。

低
下
し
、
従
っ
て
企
業
牧
盆
も
低
下
す
る

r

こ
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
こ
の
前
提
は
全
く
恣
意
的
な
も
の
で
あ
る
。
蓋

し
、
個
別
的
利
子
原
債
の
計
算
は
個
別
企
業
内
部
に
於
け
る
計
算
的
操
作
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
個
別
企
業
の
固
定
資

本
残
高
の
減
少
に
伴
ひ
利
子
原
債
の
低
下
す
る
さ
云
ふ
事
情
は
何
ら
祉
會
的
な
過
程
さ
し
て
は
現
は
れ
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
ま
た
生
産
物
市
憤
を
そ
れ
だ
け
低
下
せ
し
め
る
こ
さ
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
前
提
の
崩
壊
と
共
に
彼
の
論
證
も
破
れ
る
。

等
、
パ
ツ
ゾ
ウ
封
シ
ッ
フ
の
論
争
に
新
展
開
を
輿
へ
た
こ
さ
に
な
ら
な
か
つ
た
。
然
し
、
彼
が
こ
4

に
固
定
資
本
に
封
す

る
利
子
原
債
の
問
題
を
提
出
し
、
利
子
計
算
は
残
高
債
値
に
よ
る
べ
き
か
投
下
債
値
に
依
握
す
べ
き
か
を
問
題
に
し
た
の

そ
れ
は
次
に
攻
究
す
る
年
金
法
の
問
題
へ
の
―
つ
の
橋
渡
し
さ
し
て
の
意
義
を

ー

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
反
野
意
見
を
述
べ
る
も
の
に
リ
ー
ク
が
あ
る
。

後
に
取
上
げ
さ
太
田
11-
――
泌
論
争
に
於
て
三
邊
敬
授
は
リ

ー
ク

の
見
地
に
依
撮
さ
れ
る
個
所
が
あ
る
さ
思
は
れ
る

か
ら
、

て
こ
の
前
提
に
か
4

つ
て
ゐ
る
。

物
原
債
イ
ク
オ
ー
ル
商
品
市
債
さ
考
へ
て
ゐ
る
貼
で

あ
る
。

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

第

八

巻

か
く
じ
て
彼
の
研
究
は
何

彼
の
主
張
は
全
重
麓
を
以

そ
の
結
果
、
個
別
的
利
子
原
債
の
低
下
を
共
に
商
品
市
債
も

＾ 

• •2-

ノ ‘

j¥ 

第

二

猿

が、

1) P. D. Leake, Depreciation and Wasting Assets and their Treatment in 
Cofiiputing Annual Profit and Loss, 4th ed., 1923. 



に
封
し
て
計
上
さ
れ
る
利
子
牧
入
も
年
々
減
少
す
る
。

リ
ー
ク
は
ま
づ
、

根
捩
の
い
づ
れ
も
が
年
金
法
に
賞
つ
て
ゐ
る
の
で

第

八

巻

一

六

九

第

二

輩

一
九

年
々
の
損
盆
計
算
に
課
せ
ら
れ
る
寅
質

い
ま
、
年
金
法
で
は
か
く
の
如
き
遁
減
す
る
牧
入
が
、
反
釘
記
入

固
定
資
本
残
高
は
年
々
減
少
す
る
か
ら
、
そ
れ

私
は
以
下
に
於
て
は
便
宜
上
、
年
金
法
を
中
心
さ
し
て
説
明
を
展
開

以
上
の
反
野
根
捩
の
う
ち
、
第
一
さ
第
二
は
共
に
年

係
す
る
ご
共
に
、
損
盆
計
算
に
も
闘
聯
す
る
。

減
債
償
却
の
本
質
の
解
繹
に
闘

一
部
分
、
原
債
計
算
に
も
闘
係
す
る
。
そ
の
第
一

1

一
は
年
金
法
に

る
。
そ
の
第
二
は

複
利
計
算
の
應
用
に
封
す
る
彼
の
反
封
根
撒
は
一
―
―
貼
に
蹄
着
す
る
や
う
に
見
え
る
。

時
々
の
固
定
資
本
債
値

(
t
h
e
t
h
e
n
 v
a
l
u
e
)

の
正
し
い
算
定
が
不
可
能
さ
な
る
さ
云
ふ
に
あ
る
。

こ
れ
は
財
産
計
算
の
見
地
か
ら
云
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

於
け
る
複
利
計
算
が
全
く
恨
構
の
上
に
立
て
る
も
の
で
あ
る
さ
云
ふ
貼
。
ー
|
'
こ
れ
は
、

ま
た
固
定
資
本
残
高
に
の
み
利
子
原
債
を
認
む
る
こ
さ
が
不
嘗
で
あ
る
さ

云
ふ
黙
。
ー
—
と
れ
は
原
債
計
算
的
見
地
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。

金
法
及
び
減
債
基
金
法
の
附
者
に
該
嘗
し
、
第
三
は
主
さ
し
て
年
金
法
に
拘
は
る
も
の
で
あ
る
。

し
、
必
要
な
個
所
に
於
て
そ
の
都
度
、
減
債
基
金
法
に
言
及
し
よ
う
さ
思
ふ
。

さ
こ
ろ
で
、
こ
の
反
封

さ
て
、
既
述
の
如
く
年
金
法
は
年
々
の
固
定
資
本
未
償
却
残
高
に
封
し
て
複
利
々
子
牧
入
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
が

か
4

る
残
高
利
子
計
算
が
年
々
の
企
業
利
潤
に
如
何
な
る
効
果
を
も
つ
か
を
吟
味
す
る
。
然
る
に
、
屈

説
の
如
く
年
金
法
に
於
て
は
年
々
の
減
債
償
却
費
は
同
一
額
で
あ
る
が
、

に
よ
っ

て、

年
々
同
一
額
に
止
ま
る
償
却
費
か
ら
差
引
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

に
課
せ
ら
れ
る
負
控
が
毎
年
不
平
等
さ
な
る
さ
云
ふ
勘
に
あ
る
。

こ
れ
は
い
は
ゞ
損
盆
計
算
的
親
獣
か
ら
見
た
も
の
で
あ

そ
の
第
一
は
、
年
々
の
企
業
牧
盆



利
子
牧
入
が
選
増
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
損
益
計
算
に
到
す
る
負
掠
は
各
年
度
均
等
で
あ
り
、
初
年
度
が
後

企
業
の
線
牧
盆
は
結
局
、
選
増
す
る
こ
さ
に
な
ら
う
。

だ
か
ら
賓
際
償
却
負
推
は
選
増
し
て
も
反
面
に
償
却
基
金
か
ら
の

牧
入
は
逓
増
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。
従
っ

て
、
そ
の
黙
に
の
み
着
目
す
る
限
り
、
寅
際
償
却
費
負
櫓
の
蓮
培
を
指
摘
せ

る
の
も
正
し
い

t
云
ひ
う
る
。
然

さ
云
ふ
黙
で

は
正
し

愛
さ
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
比
較
的
多
い
初
年
度
の
純
牧
盆
は

賓
は
、
後
年
度
の
利
益
の
一
部
分
を
犠
牲
に
し
て
初

上
の
減
憤
償
却
費
負
櫓
は
遁
増
す
る
こ
さ
に
な
る
。

（
か
く
の
如
き
質
質
負
搬
の
選
増
は
減
債
基
金
法
に
於
て
も
年
金
法

減
債
彼
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

さ
全
く
同
一
経
過
を
さ
る
こ
さ
は
甑
に
述
べ
た
。
）
然
る
に
年
金
法
に
於
て
は
た
さ
へ
固
定
資
本
残
高
が
年
々
遁
減
す
る

従
っ
て
年
々
の
練
牧
盆
も
不
愛
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
賓
質
償

め
て
可
能
さ
な
る
の
だ
さ
云
ふ
結
論
に
導
く
。

）
 

2
 

容
し
が
た
い
」
。
以
上
の
如
く
リ
ー
ク
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
リ
ー
ク

の
見
解
は
固
定
資
本
3
齋
ら
す
牧
盆
は
既
償
却
額
の
如
何
に
拘
ら
す
同
額
で
あ
る
、

も
し
も
、
企
業
の

さ
し
て
も
、
固
定
資
本
の
能
率
は
不
愛
で
あ
り
‘

却
費
負
推
遁
増
の
結
果
、
毎
年
の
純
牧
盆
は
初
年
度
に
大
に
し
て
後
年
度
に
小
さ
な
る
こ
さ
に
な
る
。

練
牧
谷
が
固
定
資
本
未
償
却
残
高
に
比
例
し
、
残
高
の
大
な
る
初
年
度
に
大
に
し
て
、
残
高
小
な
る
後
年
度
に
小
で
あ
る

さ
す
れ
ば
上
述
の
如
ぎ
純
牧
盆
の
選
滅
は
首
肯
で
き
る
。
然
し
、
同
定
査
本
の
牧
益
能
力
は
償
却
高
の
如
何
に
拘
ら
す
不

「
将
来
得
ら
る
ぺ
ぎ筈
の
利
潤
を

：
…
•
利
子
名
儀
で
前
取
り
す
るのは
認

し
、
固
定
資
本
の
顎
ら
す
牧
盆
そ
の
も
の
は
同

一
で
あ
る
さ
し
て
も
償
却
の
進
行
に
つ
れ
て
生
す
る
基
金
の
窟
ら
す
利
子

そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
牧
盆
は
何
れ
も
損
盆
計
算
に
持
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

第

八

巻

一
七

0

第

じ
3U

一
易

二

0

2) Leake, ibid. p. 40. 



至
は
生
在
規
模
の
捩
大
等
の
形
態
で
餘
分
の
牧
盆
を
生
む
こ
さ
に
な
る
。

然
し
、

み
で
あ
る
、

ひ
ら
れ
て
、

れ
る
」
さ
。
勿
論
、

こ
4

で
償
却
基
金
が
螢
業
の
撰
大
や
流
動
資
本
に
流
用
苔
れ
る
場
合
は
、

場
合
の
引
證
は
全
面
的
に
は
｀

リ
ー
ク

の
論
擦
に
役
立
ち
う
ぺ

き
で

は
な
い
。
然
し
償
却
基
金
が
、
順
次
に
固
定
資
本
に

再
投
下
さ
れ
る
場
合
は
考
慮
に
憤
ひ
す
る
。

、
、
畜
ヽ

リ
ー
ク
は
か
う
云
ふ
。
企
業
が
漸
次
的
に
撰
大
さ
れ
て
行
っ
た
後
に
於
て
、

盃或
る
年
度
の
同
定
資
本
線
在
高
は
耐
用
年

減
債
依
却
に
於
け
る
利
手
の
問
題

『
同
定
』
資
本
投
下
輩
を
維
特
す
る
か

年
度
を
犠
牲
に
し
て
ゐ
る
さ
は
云
ひ
う
べ
ぎ
で
は
な
い
こ
さ
に
な
る
。

リ
ー
ク
さ
雖
も
償
却
基
金
か
ら
生
す
る
利
子
牧
入
を
看
過
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。

を
犠
牲
に
し
て

ゐ
る、

利
子
牧
入
を
複
利
償
却
の
場
合
の
利
子
牧
入
さ
比
較
す
る
に
、

さ
云
ふ
の
で
あ
る
。

第

八

巻

． 

-L• 

第

二

猿

従
っ
て
鶯
業
撰
大
や
流
動
資
本
に
流
用
さ
れ
る

ま
た
は

『
流
動
』
資
本
投
下
の
一
部
分
さ
し
て
他
＇
の
形
で
用
ひ
ら

通
常
、
直
ち
に
他
の
設
備
財
廂
の
購
入
に
用

さ
云
ふ
結
論
を
典
へ

た
の
ち
、
基
金
利
子
の
問
題
を
さ
り
あ
げ
て
次
の
如
く
論
じ
て
ゐ
る
。

第

一
の
論
勘
は
、
基
金
の
形
成
さ
そ
れ
よ
り
生
す
利
子
の
増
大
は
定
額
法
の
場
合
に
も
起
る

の
で
あ
っ

て、

こ
の
場
合
の

線
額
に
於
て
近
々
五
。
ハ
ア
セ
ン
ト
以
内
の
差
を
生
す
る
の

が
、
こ
の
や
う
な
説
明
か
ら
は
何
ら
、
基
金
利
子
の
作
用
を
無
親
し
う
る
結
論
は
生
れ

て
来
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
勘
で
は
リ
ー
ク
自
身
も
積
極
的
な
説
明
を
加
へ
て
ゐ
な
い
。
然
し
、
第
二
の
論
勘
に
於
て
は

彼
は
甚
だ
強
硬
で
あ
る
。
彼
は
云
ふ
。

「
一
定
の
資
本
を
投
じ
て
営
業
を
磯
績
し
て

ゐ
る
企
業

(
g
o
i
n
g
c
o
n
c
e
r
n
)

に
於

て
は
、
…
・
・
減
債
償
却
に
充
嘗
す
る
た
め
牧
入
か
ら
留
保
さ
れ
忙
貨
幣
は
、

借
入
金
や
信
用
の
節
約
乃

そ
の

彼
は
初
年
度
が
後
年
度

3) Leake, ibid. p. 41. 
4) Leake, ibid. p. 172. 



る
。
も
し
消
耗
し
た
部
分
が
正
し
く
見
積
ら
れ
、
そ
の
全
麓
を
以
て
償
却
さ
れ
て
ゐ
る
さ
せ
ば
固
定
財
産
債
値
は
正
し
く

こ
の
第
二
の
理
由
は
複
利
償
却
が
固
定
財
産
の
そ
の
時

々
の
債
値
を
適
正
に
示
す
か
否
か
、

さ
云
ふ
黙
に
拘
つ
て
ゐ

我
々
は

い
ま
や
、
リ
ー
ク
の
第
二
の
反
封
根
捩
に
移
行
し
よ
う
。

正
し
い
。

そ
し
て
現
賓
の
過
程
で
は
厳
密
に
で

は
な
く
さ
も
、

多
か
れ
少
な
か
れ
こ
れ
に
類
似
の
経
過
を
さ
る
も
の
さ
す

限
餘
命
を
異
に
す
る
各
種
設
備
か
ら
成
立
つ
。
従
っ
て
償
却
さ
れ
た
基
金
は
丁
度
、

本
の
代
置
に
用
ひ
ら
れ
る

こ
こ

に
な
る
。
従
っ

て、

償
却
さ
れ
た
額
は
基
金
さ

し
て
利
子
を
生
む
が
如
く
に
投
資
さ
れ
る

た
の
代
置
さ
一
致
す
る
や
う
に
固
定
衰
本
の
投
下
が
時
間
的
に
、
按
配
さ
れ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、

れ
ば
基
金
利
子
牧
入
を
考
慮
に
入
れ
る
さ
云
ふ
こ
さ
は
著
し
く
制
限
を
受
け
ね
ば
な
る
ま
い
。

に
封
し
て
別
々
の
償
却
基
金
を
設
け
て
お
く
さ
す
れ
ば
、

し、

か
＼
る
煩
雑
な
操
作
が
ざ
こ
ま
で
賓
行
性
を
も
つ
か
は
疑
問
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

勿
論
、
各
年
度
の
新
投
衰

か
く
て
、
我
た
は
一
應
、
償
却

・
、
・
、
、
、
、
、
、
、

の
進
行
に
つ
れ
て
生
す
る
基
金
利
子
牧
入
漸
増
ご
云
ふ
こ
さ

を
年
金
法
の
立
前
か
ら
は
理
論
的
に
承
認
し
な
が
ら
、
な
ほ

、
、
、
、
、
、
。

リ
ー

ク
の
述
ぺ
て
ゐ
る
が
如
き
企
業
に
於
る
現
質
—
_
—
基
金
を
以
て
す
る
営
業
の
漸
次
的
撰
大
、
及
び
償
却
ご
代
置
ビ
の

交
互
的
進
行
の
可
能
ー
~
が
よ
り
有
力
に
基金
利
子
の
顧
慮
を
無
説
せ
し
め

る
の
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
寅
際
界
に
於

て
複
利
倣
却
が
あ
ま
り
行
は
れ
な
い
さ
云
ふ
理
由
も
こ
の
や
う
な
黙
に
潜
む
の
で
は
な
い
か
。

リ
ー
ク

の
所
説
は
正
確
に

J

さ
は
不
可
能
だ
、
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。

耐
用
年
限
満
期
に
到
逹
し
た
固
定
資

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

こ
の
貼
は
槌
か
に
リ
ー
ク
に
一
理
を
存
す
る
。
も
し
年
々

の
償
却
が
丁
度
、
年

事
態
は
複
利
償
却
論
者
の
云
ふ
如
く
進
行
す
る
で
あ
ら
う
。
然

第

八

巻

一

ーヒ

第

二

盤



減
信
依
却
に
於
け
る
利
子
の
間
姐

は
後
年
度
に
至
っ
て
恣
増
す
る
の
で
あ
る
。

る
。
リ
ー
ク
は
云
ふ
。

第

八

巻

第

二

披

初
年
度
の
償
却
額
は
比
較
的
少
な
く

r

そ
れ

利
子
の
名
儀
で
正
賞
な
準
備
か
ら
控
除
を
な

そ
の
意
味
で
こ
4

で
の
問
題
は
財
産
計
算
並
び
に
原
債
計
算
に
闊
聯
す
る
も
の
さ
考
へ
ら

一
九
二
二
年
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
電
話
會
社
封
選
信
省
長
官
の
訴
訟
事
件
に
闘

聯
し
て
述
ぺ
て
ゐ
る

の
で

、
我
々
も
少
し
く
こ

の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
躙
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
事
件
は
か
う
で
あ
る
。
選
信
省
長
官
は
一
九
―
一
年
末
に
於
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
電
話
會
社
の
全
固
定
資
産
を
「
固

定
資
産
原
債
マ
イ
ナ
ス
減
憤
償
却
高
」
を
以
で
買
受
け
る
契
約
を
有
し
て
ゐ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、

の
計
算
に
於
て
定
額
法
を
豫
期
し
、
喪
方
は
減
債
甚
金
法
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
複
利
償
却
に
よ
る
場
合
に
せ
よ
、
定
額
直
線
法
に
よ
る
場
合
に
せ
よ
、

練
牧
盆
か
ら
の
留
保
線
額
は
何
れ
も
固
定
資
本
原
債
さ
等
し
く
な
る
。
然
し
毎
年
の
賓
質
的
償
却
負
櫓
の
配
分
は
既
述
の

如
く
雨
者
そ
の
経
過
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

恨
‘
り
に
固
定
表
本
の
耐
用
年
限
を
二

0
年
さ
し
、

を
宜
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
間
の

「
減
債
基
金
法
（
年
金
法
も
同
様
で
あ
る
1

引
用
者
）
は
減
債
俄
却
に
封
す
る
準
備
を
耐
用
年

限
の
初
年
度
に
は
遅
延
せ
し
め
、
後
年
度
に
於
て
そ
れ
を
加
速
度
づ
け
る
。

す
：
・:
こ
さ
に
よ
っ
て
。
」
こ
。
郎
ち
、
複
利
償
却
を
用
ひ
忙
場
合
に
は
、

れ
る
。
さ
こ
ろ
で
、
リ
ー
ク
は
こ
の
問
題
を

表
示
さ
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

従
つ
て
、
初
年
度
に
は
固
定
資
本
は
比
較
的
多
く
の
残
高
を
残
す
こ
と
に
な

一
七
三

-
0年
目
に
同
定
姿
本
の
譲
渡
が
行
は
れ
る
さ
す
れ
ば
、
純
償
却
費
の
配
分
経
過
如
何
は
重
大
な
影
密
を
も
つ
こ
さ
に
な

固
定
資
本
耐
用
年
限
の
終
末
に
於
て

そ
し
て
結
局
、
判
決
は
複
利
法
否
定

買
方
は
償
却
高

4) Leake, lbid. p. 172. 



最
後
に
リ
ー
ク
の
第
三
の
根
擦
に
聞
く
こ

P

こ
＼
し
よ
う
。

く
て

A
 カ

従
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は
消

ら
な
い
。
郎
ち
、
固
定
資
本
耐
用
年
限
の
中
間
に
於
て
は

言
を
一
定
の
制
限
の
下
で
の
み
承
認
し
忙
の
で
あ
る
が
｀
我
々
は
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
ま
＼
全
部
を
承
認
せ
ね
ば
な

5) Schiff, Wertminderungen, S. 68--69. 

の
買
手
さ
な
る
こ
さ
が
な
い
か
の
や
う
に
。

る
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
脳
聯
し
て
、
複
利
償
却
論
者
、
ン
ツ
フ
は
次
の
や
う
に
云
つ
て
ゐ
る
。

さ
を
も
つ
の
は
（
固
定
衰
産
の
）
耐
用
年
限
中
に
帳
痺
債
値
に
基
づ
い
て
喪
却
を
な
す
場
合
、

顧
慮
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
•
•
•
•
…
•
•
利
子
を
顧
慮
し
な
い
で
帳
簿
債
値
を
定
め
る
な
ら
大
な
る
損
失
を
蒙
る
で
あ
ら
う
」

to。
シ
ッ
フ
は
こ
の
獣
厄
以
て
複
利
償
却
の
利
勘
の
一
さ
し
て
畢
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

さ
こ
ろ
で
、

シ
ッ
フ
の
右
の
言
に
闊
聯
し
て
我
々
は
こ
＼
で
再
び
彼
の
論
敵
。
ハ
ッ
ソ
ウ
の
主
張
を
思
ひ
浮
べ
よ
う
。
彼

は
減
債
基
金
法
は
固
定
衰
本
の
消
耗
額
を
償
却
し
つ
く
せ
し
め
な
い
、

必
要
な
利
千
額
の
集
稜
が
未
だ
果
さ
れ
て
ゐ
な
い

の
で
あ
る

か
ら
、
複
利
償
却
に
よ
る
既
償
却
額
は
常
に
貨
際
の
既
消
耗
額
よ
り
小
で
あ
る
で
め
ら
う
。

耗
額
は
償
却
し
つ
く
さ
れ
て
は
居
ら
・
一
が
、
従
っ
て
ま
た
同
定
安
産
債
値
は
過
高
に
表
現
さ
れ
る
こ

t
に
な
る
。

我
々
は
リ
ー
ク

の
第
二
の
論
擦
は
全
面
的
に
支
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
を
知
る
。

さ
て
、
本
稿
の
胃
頭
に
於
て
も
述
ぺ
仁
や
う
に
年
金
法
に
於
け
る
利
子
計
算
は
三
重
の
親
邸
か
ら
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
第

一
に
は
固
定
妾
本
の
未
償
却
残
高
が
貨
幣
資
本
在
高
さ
同
一
視
さ
れ
、
そ
の
残
高
に
引
應
し
て
利
子
牧
入
を
生
む
さ
考
へ

減
債
微
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

さ
云
つ
た
。

我
々
は
さ
苔
に
は
。ハッ

ソ
ウ
の
こ
の

第

八

巻

恰
か
も
人
は
決
し
て
固
定
財
産

一
七
阻

「
最
も
貨
質
的
な
菫
要
性

そ
の
償
却
に
於
て
利
子
を

第

二

琥

ニ
四



た
め
、

減
債
餃
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

を
計
算
す
べ
苔
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
彼
は
云
ふ
。

あ
っ
て
、
勘
定
項
目
間
の
マ
ニ
。
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
す
ぎ
な
い
。

ー
そ
の
こ
さ
自
愉
の
賞
否
は
別
さ
し
て
。

な
構
造
を
も
つ
の
で
あ
る
。

が
構
成
せ
ら
れ
、

第

八

巻

一
七
五

第

二

猿

二
五

た
ゞ
貨
幣
ま
た
は
そ
れ
と
類
似
の
も
の
に
つ
い

「
貨
幣
が
工
場
に
投
下
さ
れ
た
『
こ
き
に
は
牧
谷
は

商
人
的
計
算
に
於
て
は
現
賓
に
授
受
さ
れ
た
利
子
の
み

ら
れ
て
ゐ
る
。
第
二
に
は
同
定
資
本
未
償
却
残
高
は
そ
れ
だ
け
資
本
を
拘
束
し
た
も
の
さ
考
へ
ら
れ
資
本
費
を
構
成
し
、

第
三
に
は
償
却
の
進
行
に
つ
れ
て
生
す
る
基
金
の
利
子
牧
入
が
暗
獣
の
う
ち
に
前
提
さ
れ
て

ゐ
る
。
第
一
の
牧
入
さ
第
二
の
費
用
>
こ
は
線
額
に
於
て
相
殺
さ
れ
る
が
、

そ
こ
に
喰
ひ
違
ひ
が
生
す
る
。
が
、
こ
の
喰
ひ
違
ひ
は
第
三
の
牧
入
に
よ
っ
て
完
全
に
相
殺
さ
れ
る
。

こ
の
や
う

こ
＼
で
述
ぶ

こ
の
や
う
な
利
子
計
算
構
造
の
う
ち
、
第
一

1

一
の
利
子
に
つ
い
て
は
既
に
前
項
で
彼
の
反
鉗
見
解
を
見
た
。

ベ
苔
は
第
一
及
び
第
二
の
利
子
に
つ
い
て
ゞ
あ
る
。
彼
は
云
ふ
。
第
三
の
利
子
観
念
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
、
現
寓
に
基
金

そ
こ
か
ら
現
賓
の
牧
入
さ
な
っ
て
現
は
れ
る
限
り
で
は
損
盆
計
算
で
考
慮
に
入
れ
る
こ
さ
が
許
さ
れ
る

然
る
に
同
定
衰
本
疫
高
に
野
す
る
利
子
計
算
は
全
く
仮
構
に
基
づ
く
も
の
で

そ
し
て
更
に
、

か
く
の
如
ぎ
操
作
は
年
金
法
が
同
定
衰
本
さ
貨
幣
資

本
さ
を
混
同
し
て
ゐ
る
結
果
で
あ
る
所
以
を
指
摘
す
る
。
帥
ち
云
ふ
。

工
場
の
利
用
か
ら
の
み
生
、す
る
。
」
こ
の
場
合
に
は
「
恰
か
も
貨
幣
が
函
の
中
に
蔵
ひ
こ
ま
れ
た
さ
同
様
、
利
子
の
考
慮
は

消
え
失
せ
る
。
人
は
工
場
に
つ
い
て
利
子
を
云
為
す
る
こ
さ
は
で
苔
ぬ
。

均
締
に
配
分
さ
れ
て
ゐ
る
。

苺
年
の
残
高
に
野
す
る
利
子
原
債
が
原
憤
要
素

t
し
て
計
上
さ
れ
る
。

雨
者
の
年
度
別
配
分
が
並
行
せ
す
に
進
行
す
る

但
し
、
こ
の
場
合
に
は
毎
年
の
利
子
原
憤
負
推
は



あ
る
さ
云
ふ
批
難
は
依
然
さ
し
て
残
る
の
で
あ
る
。

設
に
何
ら
答
ふ
る
さ
こ
ろ
が
な
い
。

ち
曰
く
。

あ
る
こ
さ
を
注
意
し
て
お
い
た
。

蓋
し
、
残
高
さ
能
率
さ
が
比
例

リ
ー
ク
は
ま

J

の
説
明
は
貸
附
資
本
さ
産
業
資
本
さ

の
差
異
を
主
張
す
る
リ
ー
ク

の
言

減
債
依
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

二
六

6
 

て
云
ひ
う
る
の
み
で
あ
る
」
。
「
企
業
の
利
潤
が
…

••
•
そ
れ
自
骰
、
投
下
資
本
か
ら
生
す
る
利
子
・
・
・
・

・
・
な
の
で
あ
る
」
。

我
々
は
胃
頭
で
年
金
法
の
理
論
的
根
捩
は
年
金
の
原
理
に
基
づ
く
こ
さ
を
指
摘
し
、

い
ま
、
減
憤
償
却
に
こ
の
方
法
を
用
ふ
る
こ
'
Y
J

は
生
産
安
本
た
る
固
定
衰
本
を
貨
幣
取

引
資
本
＊
こ
同
一
視
す
る
こ
さ
を
意
味
す
る
。
尤
も
、
輩
に
計
算
方
法
の
み
を
借
る

tこ
云
ふ
こ
さ
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の

忙
竺
理
論
的
に
は
窮
窟
な
立
前
へ
を
さ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
リ
ー
ク
が
こ

の
黙
を
指
摘
し
て
ゐ
る

の
は
正
し
い
。

「
年
金
法
に
於
け
る
利
子
は
固
定
資
産
に
よ
り
て
生
す
る
に
非
す
し
て
、

従
っ
て
之
が
安
産
勘
定
に
借
記
せ
ら
る
＼
は
箪
に
勘
定
科
目
の

M
a
n
i
p
ulation
に
あ
ら
す
し
て
、

ヽ
ヽ

8

苔
額
の
増
加
を
示
す
も
の
な
り
」
>
Jヽ

。
然
し
、

さ
こ
ろ
で
、
こ
の
黙
に
闘
聯
し
て
後
述
の
太
田
数
授
は
リ
ー
ク

の
見
解
に
反
封
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
帥

之
に
放
資
し
た
る
金
額
よ
り
生
す
。

、
、
。

、

そ
れ
だ
け
消
却
す
ぺ

却
つ
て
反
釘
に

、
利
子
牧
入
は
仮
定
で

あ
り
、
償
却
必
要
額
さ
し
て
利
子
原
債
が
考

慮
に
上
る

の
で
あ
る
所
以
を
述
べ
た
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
定
安
本
疫
高
に
到
す
る
利
子
牧
入
の
計
算
が
仮
想
で

然
し
、
年
金
法
に
於
け
る
固
定
咲
本
残
高
に
野
す
る
利
子
計
算
は
何
ら
の
意
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
。

づ
｀
固
定
表
本
残
高
の
低
下
に
つ
れ
て
、
そ
の
能
率
が
低
下
す
る
か
ざ
う
か
を
考
へ
る
。

す
る
さ
す
れ
ば
、
残
高
に
利
子
を
計
算
す
る
こ
さ
が
一
應
、
理
解
さ
れ
う
る
か
ら
。
然
し
、
同
定
衰
本
の
耐
用
年
限
の
測

第

八

巻

年
金
取
引
は
一
種
の
貨
幣
取
引
で

一
七
六

第

二

猿

6) Leake, ibid. p. 172ー 173.
7) Leake, ibid. p. 50. 
8‘太田哲三、減債消却法殊に年金‘去に就て、會計、第四巻 p.314. 



定
に
於
て
は
能
率
が
全
期
間
中
等
し
い
や
う
に
見
積
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
考
へ
は
許
容
し
得
な
い
。

次
に
彼
は
同
定
資
本
に
野
す
る
利
子
計
算
は
異
つ
た
生
産
方
法
に
於
け
る
生
産
費
比
較
の
場
合
に
は
認
容
し
う
る
さ
考
へ

の
資
産
、
例
へ
ば
暖
簾
、
仕
入
商
品
、

へ
ば
機
械
生
産
さ
手
工
業
さ
の
比
較
を
な
す
場
合
に
は
、

見
積
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
、

固
定
資
本
に
拘
束
さ
れ
た
衰
本
に
野
し
利
子
を
見
積
る
ぺ
笞
な
ら
、
他

帳
簿
債
樅
等
に
拘
束
さ
れ
セ
資
本
に
も
利
子
を
見
積
る
ぺ
き
で
は
な
い
か
さ
。
例

さ
。
こ
の
リ
ー
ク
の
反
野
意
見
は
一
應
の
さ
こ
ろ
、
承
認
で
ぎ
る
。
然
し
、
流
動
資
本
に
利
子

が
見
積
ら
れ
な
い
さ
云
ふ
こ
さ
は
何
ら
年
金
法
の
罪
で
は
な
い
。

見
積
ら
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
、

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
苔
に
ロ
ェ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
主
張
の
う
ち
に
も
片
影
が
見
ら
れ
た
。
帥
ち
、
彼
は

取
得
原
債
を
主
張
し
た
。
リ
ー
ク
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
っ
て
ゐ
な
い
。

終
燻
す
る
が
如
き
企
業

(
t
e
r
m
i
n
a
t
i
n
g
g
d
e
r
t
a
k
i
n
g
)

）
 

゜
ー

ゐ
る
に
止
ま
る
。
我
々
も
こ
れ
に
つ
い
て
、
つ
き
進
ん
だ
論
述
を
せ
す
に
お
か
う
。

憤
計
算
に
於
て
何
を
求
め
て
ゐ
る
か
さ
云
ふ
問
題
の
解
決
を
前
提
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

が
、
こ
＼
で
も
一
言
、

そ
れ
は
疫
高
に
野
し
て
か
、
平
均
に
野
し
て
か
、

太
田
数
授
の
見
解
に
獨
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

第

八

巻

一
七
七

第

二

猿

二

ーヒ

風
説
の
如
く
、
年
金
法
は
固
定
資
本
茂
高
に

さ
云
ふ
の
は
こ
の
問
題
は
、
人
が
原

に
於
て

は
利
子
原
債
は
平
均
資
本
に
課
せ
ら
る
べ
し
さ
述
ぺ
て

た
ゞ
、
固
定
資
産
の
壽
命
消
喋
如
さ
共
に

若
し
く
は
原
債
値
に
野
し
て
か
ゞ
問
題

む
し
ろ

r

こ
＼
で
は
、
も
し
同
定
資
本
に
利
子
原
債
が

も
知
れ
な
い
。
然
し
、
資
本
費
一
般
を
問
題
さ
す
る
場
合
に
は
流
動
、
固
定
の
別
な
く
最
初
の
前
貸
額
に
つ
い
て
利
子
を

る
。
然
し

さ
彼
は
云
ふ
|
|
こ
の
場
合
で
も

問
題
さ
な
る
固
定
資
本
費
の
み
を
取
上
げ
れ
ば
充
分
で
あ
る
か

9) Leake, ibid. p. 50. 
10) Leake, ibid. p. 43. 



野
し
て
利
子
原
債
を
見
積
る
も
の
で
あ
る
。

か
う
。
す
る
さ
、

よ
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
年
金
法
は
利
子
原
債
を
平
等
に
振
分
け
る
効
果
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

笞
に
固
定
資
本
に
の
み
利
子
原
債
を
見
積
り
流
動
資
本
に
然
か
し
な
い
こ
さ
に

つ
い
て
反
野
意
見
が
あ
っ

た。

こ
れ
を
平
均
化
す
る
た
め
に
利
子
計
上
の
要
が
あ
る

C

然
る
に
「
運
韓
査
産
に
野
し
て
利
子
計
算
の
要
な
き
は
、
之
れ
が

各
年
度
平
等
に
同
轄
す
る
が
故
に
、
利
子
を
平
等
に
振
分
く
る
必
要
を
生
ぜ
ざ
る
を
以
て
な
り
」

>こ°

肯
繁
に
賞
る
一
言
で
あ
る
。

，元
来
、
年
金
法
は
消
耗
額
さ
共
に
利
子
原
憤
を
計
上
せ
し
め
る
黙
に
於
て
、．
減
債
基
金
法
よ

し
有
力
な
武
器
を
提
供
し
た
も
の
さ
恩
惟
さ
れ
る
。
然
し
、
利
子
原
債
の
貼
以
外
の
構
造
に
於
て
年
金
法
は
、．
lJ
ー
ク

の

最
後
に、

へ
て
、

A
n
n
u
i
t
y
)

或
は
借
地
樅

(L
e
a
s
e
h
o
l
d
)

の
償
却
の
場
合
で
あ
る
。

J

れ
ら
の
資
産
は
年

々
の
一
定
額
の
貨
幣
支
彿
に
代

い
ま
疫
高
に
封
し
て
利
子
原
憤
を
計
算
す
る
こ
さ
が
正
し
い
さ
前
提
し
て
お

か
＼
る
前
提
の
下
に
於
て
は
固
定
資
本
利
子
原
憤
は
年
．々
低
下
し
て

ゆ
く
こ

さ
に
な
る
で
あ
ら
う
。

が

さ
こ
ろ
で
、

さ

従
っ
て
、
太
田
敦
授
が
右
の
如
く
述
へ

ら
れ
た
こ
さ
は
年
金
法
の
辮
護
に
野

リ
ー
ク
は
年
金
法
が
用
ひ
ら
れ
う
べ
ぎ
唯

一
の
場
合
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
年
金
衰
産

(
T
e
r
m
i
n
a
b
l
e

そ
の
線
額
を
一
度
に
前
納
し
た
さ
こ
ろ
の
貨
幣
的
財
産
で
あ
る
。
然
る
に
、

反
野
し
た
如
苔
種
々

の
欠
陥
を
持
つ

こ
さ
は
否
定
さ
れ
得
な
い
。

り
は
造
か
に
多
人
の
理
論
的
強
み
を
も
つ
。

は
こ
れ
に
封
し
て
次
の
如
く
主
張
さ
れ
る
。

そ
の
前
納
額
の
計
算
に
際
し
て

は
複

こ
の
言
は
悔
か
に

郎
ち、

固
定
姿
本
は
年
々

残
高
を
低
下
せ
し
め
、
利
子
原
債
を
低
め
る
か
ら

11)太田哲三、前掲論文、p.315. 

利
子
原
慣
が
年
々
低
下
し
て
ゆ
く
の

は
不
都
合
で

あ
る
。

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

寧
ろ
こ
れ
は
耐
用
年
限
を
通
じ
て
平
均
的
に
配
賦
さ
れ
る
の
が

第

八

巻

． 

• ヒ
i¥ 

第

二

競

太
田
教
授

ニ
八



き
こ
さ
は
勿
論
あ
り
得
可
苔
こ
さ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
．

批
評
を
輿
へ
て
居
ら
れ
る
。
帥
ち

最
後
に
我
國
で
行
は
れ
亡
諭
竿
を
つ
こ
り
あ
げ
よ
う
。

(4) 

だ
か
ら
、

以
上
、
永
々
ビ
リ
ー
ク
の
所
詮
を
述
べ
た
が
、
私
は
大
盤
に
於
て
リ
ー
ク
の
見
解
を
妥
嘗
な
る
も
の
さ
見
た
い
さ
思
ふ
。

-]一
邊
数
授
弼
太
田
数
授

必
す
し
も
正
賞
さ
云
ふ
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

我
た
が
さ
き
に
パ
ッ
ソ
ウ
の
主
張
に
於
て
見
、

減
侑
倣
却
に
於
け
る
利
子
の
問
俎

し
い
。

正
し
い
依
却
を
意
味
す
る
こ
さ
に
な
る
の
で
あ
る
。

利
計
算
が
應
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第

八

巻

• 

七
九

第

二

猿

二
九

故
に
吾
々
は
此
方
法
は
資
産
物
件
の
憤
額
を
共
儘
に
差
し
置

此
は
全
く
正
嘗
で
あ
つ
で
些
し
の
異
議
を

か
＼
る
種
類
似
資
産
に
野
し
て
は
年
金
法
に
よ
る
複
利
償
却
は
最
も

リ
ー
ク
が
年
金
法
を
こ
れ
ら
の
年
金
資
産
に
の
み
限
定
し
た
の
は
正

――一
邊
数
授
は
複
利
償
却
の
う
ち
減
債
基
金
法
に
つ
い
て
次
の
加
き

「
減
債
線
額
を
各
年
度
間
に
公
平
に
分
配
す
る
さ
云
ふ
見
地
よ
り
す
れ
ば
、

も
容
れ
ぬ
の
で
あ
る
が
、
併
し
置
寅
に
近
き
減
債
額
を
索
め
出
し
て
之
を
消
却
す
さ
い
ふ
立
場
よ
り
之
を
見
れ
ば
、

此
は

盗
し
年
た
の
減
債
額
が
既
消
却
額
に
野
す
る
利
子
丈
け
増
加
し
行
く
が
如

笞
つ

4
、
他
の
二
カ
に
於
て
之
が
更
新
基
金
を
積
立
て
事
業
外
に
放
資
し
つ
＼
あ
る
場
合
に
限
り
之
を
適
用
す
可
し
さ
謂

は
ん
さ
欲
す
る
の
で
あ
る
、
」
さ
。

且
つ
叉
｀
固
定
否
産
の

T
_h

e
n
V
a
l
u
e
の
評
債
問
題
に
つ
い
て

の
リ
ー

1)三邊金蔽、會計學、昭和 5年、 p.211. 



ク
の
所
説
に
見
た
如
き
、
同
定
安
本
消
耗
額
の
第
一
義
性
が
こ
＼
に
も
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。

成
せ
ん
つ
こ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
貼
に
は
差
賞
り
問
題
は
な
い
。
然
し
、
問
題
は
年
金
法
で
あ
る
。

三
邊
数
授
は
年
金
法
の
意
義
を
リ
ー
ク
説
と
等
し
く
、

そ
の
論
證
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、

元
来
、
年
金
法
は
本
来
の
減
債
額
に
加
へ
て
更
に
固
定
資
本
の
未
償
却
疫
高
に
釘
す
る

れ
た
の
ち
、
先
づ
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
解
を
聞
か
れ
る
に
、

債
に
加
へ
ん
さ
す
る
趣
旨
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
さ
説
く
。
然
し
三
邊
数
授
は
こ
の
説
明
を
以
て
不
充
分
さ
考
へ
ら
れ

も
し
年
金
法
の
趣
意
が
そ
こ
に
存
す
る
な
ら
ば
年
金
法
の
如
笞
煩
瑣
な
計
算
法
を
用

ふ`る

の
要
な
く
、

定
李
償
却
法
の
公
式
を
改
造
し
て
用
ふ
れ
ば
極
め
て
簡
箪
に
目
的
が
逹
せ
ら
れ
る
か
ら
だ
、
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
年
々
の
憤
却
費
は
選
減
し
て
年
金
法
の
場
合
の
如
く
毎
年
同
額
さ
は
な
り
得
な
い
。

ト
の
如
く
利
子
を
加
へ
た
年
々
の
憤
却
投
が
同
額
で
お
る
こ
さ
を
要
求
す
る
も
の
に
は
三
泌
数
授
の
主
張
は
賞
ら
な
い
こ

さ
に
な
る
で
あ
ら
う
。
が
、
こ
の
貼
は
こ
4

で
は
問
題
さ
し
な
い

次
に
教
授
は
デ
イ
ク
シ
イ
の
年
金
法
辮
護
の
説
を
反
駁
さ
れ
る
。
即
ち
、
デ
イ
ク
シ
ィ
は
年
金
法
に
従
ふ
>
こ
苔
は
賓
質

償
却
負
据
は
選
減
す
る
が
、
こ
れ
は
基
金
か
ら
の
利
子
牧
入
が
並
行
的
に
増
加
す
る
の
に
釘
應
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
却

つ
て
損
盆
計
雰
へ
の
負
招
を
平
等
に
す
る
効
果
を
も
つ
、

る。 一
定
利
子
を
含
む
も
の
で
あ
る
が

減
伯
餃
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

さ
云
ふ
の
に
酎
し
、

逼
数
授
は
年
金
法
の
精
神
が
も
し
右
の

従
っ
て

ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
そ
れ
は
投
下
安
本
利
子
を
原

「
此
は
果
し
て
如
何
な
る
趣
意
に
基
く
の
で
あ
る
か
」
。
教
授
は
か
く
疑
問
を
起
さ

且
し
、

,
1
 

シ
ュ
ミ
ッ

借
地
樅
の
如
ぎ
衰
産
に
の
み
限
定
せ
ん
さ
す
る
も
の
で
あ
っ
，て

私
も
一
―
―
邊
数
授
の
見
解
に
於

第

八

巻

一
八

0

第

二

披

゜



減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
頌

は
共
の
用
役
を
得
ん
為
め
に
投
資
せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て

第

八

巻

． 

j¥ 

第

二

臨

其
の
経
費
は
一
歪
一
邊
数
授
の
所
謂
豫
納
額
た
る
事
は
同
一
な

合
、
年
金
法
が
最
も
事
態
に
正
し
く
適
合
す
る
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。

借
地
料
に
代
へ
て
こ
れ
を
一
時
彿
を
以
て
豫
納
す
る
さ
呑
は
、
そ
の
豫
納
額
は

J

の
場

一
定
利
率
を
以
て
割
引
か
れ
て
ゐ
る
筈

法
を
豫
納
債
格
た
る
借
地
櫂
賽
産
等
に
限
定
さ
れ
る
黙
で
あ
る
。

い
ま
雨
氏
に
従
へ
ば
、
た
母
年
支
彿
は
る
ぺ
き
一
定
額
の

多
少
こ
も
躙
れ
て
あ
る
か
ら
さ
り
あ
げ
な
い
こ
さ
＼
す
る
。

か
く
て
数
授
は
、
年
金
法
の
趣
旨
は
利
子
原
憤
の
算
定
に
あ
る
に
も
あ
ら
す
、

に
も
あ
ら
す
、
全
く
別
途
の
目
的
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
論
断
せ
ら
れ
、

彿
の
全
額
豫
納
憤
格
を
償
却
す
る
が
如
笞
場
合
に
の
み
用
ひ
ら
る
ぺ
く
、

2
 

で
あ
る
。

く
は
な
い
、

さ
云
は
れ
る

の
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
の
論
黙
さ
は
三
邊
教
授
が
リ
ー
ク
さ
共
に
年
金

爾
餘
の
貼
は
既
述
の
個
所
で

逼
教
授
の
説
に
も
言
及
さ
れ
る
の
で

黙
に
存
す
る
な
ら
ば
、
年
金
法
の
如
ぎ
手
績
を
要
す
る
記
帳
方
法
に
依
ら
す
さ
も
減
債
基
金
法
の
簡
便
な
る
に
依
る
に
如

且
つ
迎
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ご
結
論
さ
れ
る
の

太
田
教
授
は

一
般
的
に
は
リ
ー
ク
に
よ
る
年
金
法
批
評
を
反
批
判
さ
れ
つ

＼、

あ
る
。
が
、
我
々
は
こ
＼
で
は
一

1

一
邊
数
授
の
所
説
に
闘
係
す
る
個
所
の
み
を
問
題
こ
す
る
。

で
あ
る
。
故
に
こ

の
資
産
の
償
却
は
す
で
に
割
引
か
れ
て

ゐ
る
利
子
さ
毎
年
の
消
耗
分
を
含
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

然
る
に
太
田
敦
授
は
、

れ
ば
そ
れ
は
通
常
の
固
定
資
産
に
も
適
用
さ
れ
て
も
何
ら
不
都
合
は
な
い
で
は
な
い
か
。

も
し
上
述
の
主
張
が
正
し
け

何
故
な
ら
「
総
て

の
固
定
杏
産

借
地
櫂
芳
産
の
如
苔
定
期
的
支

基
金
利
子
牧
入
を
平
衡
化
せ
ん
が
た
め

2)三邊金萩、前掲書、 p.219.同上、附録 p.59以下、



易
い
。

し
た
い
の
は

減
債
依
却
に
於
け
る
利
子
の
問
阻

固
定
衰
産
の
原
債
は
一
種
の
繰
延

3
 

り。

．
一
を
可
さ
し
て
他
を
不
可
さ
な
す
所
以
を
知
る
能
は
す
」
を
云
は
れ
る
の
で
あ
る
。

の
考
へ
ら
れ
る
減
債
償
却
の
概
念
、
従
っ
て
ま
た
固
定
資
本
の
概
念
が
相
互
に
著
し
く
異
る
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

三
邊
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
減
債
償
却
さ
は
…
…
資
産
物
件
の
存
綾
期
間
の
一
旦
る
各
會
計
期
に
於
て
共
所
有
享
盆
の
必
然
的

結
果
さ
し
て
…
…
生
す
さ
思
は
る
る
減
債
…
…
を
経
費
に
課
す
る
を
謂
ふ
5

」
さ
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
私
は
教
授
の
定
義
か

ら
、
こ
の
場
合
必
要
ご
恩
は
れ
る
文
句
の
み
を
抜
き
出
し
て
右
に
示
し
た
の
で
あ
る
が
、

（
一
）
問
題
の
資
産
が
多
欺
の
會
計
期
間
に
一
旦
つ
て
存
績
す
る
こ
フ
こ
、

に
生
す
る
減
債
な
る
こ
さ
、

以
上
二
貼
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
で
あ
る
。
帥
ち
、
同
定
資
本
の
特
質
は
そ
れ
が
耐
用
期
間

中
の
全
期
を
通
じ
て
、
使
用
債
値
さ
し
て
は
、
全
部
的
に
機
能
す
る
が
、
然
し
、
そ
の
交
換
債
値
は
部
分
的
に
の
み
失

ふ
さ

云
ふ
貼
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
―
―
邊
数
授
の
定
義
は
あ
る
程
度
ま
で
こ
の
特
質
を
反
映
し
て
ゐ
る
も
の
さ
見
ら
れ
う
る
。

こ
れ
に
封
し
て
太
田
敢
授
は
、

さ
考
へ
る
ぺ
き
で
あ
る
」
さ
云
は
れ
、
ま
た
「
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
論
す
る
如
く
、

費
用
で
あ
る
」
さ
述
べ
ら
れ
る
、
こ
の
太
田
教
授
の
思
想
は
、
惟
ふ
に
、
固
定
衰
本
ビ
流
動
衰
本
の
寓
別
を
不
分
明
な
ら
し

、
"
‘
‘
~
、

め
る
危
陰
が
あ
る
。
元
来
、
固
定
資
本
の
特
質
は
そ
れ
が
不
可
分
の
一
骰
さ
し
て
、

固
定
資
産
の
「
買
入
債
格
は
衰
産
を
代
表
す
る
さ
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
経
費
の
支
彿
額
な
り

そ
の
耐
用
年
限
を
通
じ
て
機
能
す
る

に
あ
る
。
然
る
に
太
田
敦
授
の
見
解
に
従
ふ
と
、
固
定
資
本
は
部
分
を
し
て
の
費
用
の
輩
な
る
集
積
で
あ
る
さ
速
斯
さ
れ

•
>ま
数
ヶ
年
分
の
原
料
が
一
括
し
て
購
入
さ
れ
た
さ
し
よ
う

。

こ
の
場
合
、
原
料
は
依
然
さ
し
て
流
動
資
本
で
あ

第

八

巻

（
二
）
長
期
に
一
旦
る
利
用
の
う
ち

こ
の
定
義
に
於
て
注
意
を
要
求

我
々
は
こ
4

に
於
て
、
雨
教
授

一
八

ぺ^；牙フ

二

猿

3)太田哲三奮前掲論文、p.307.，太田哲三、年金法解秤に就て三邊欲邊と相逹の
黙を翔ず、會計、第五巻、 p.79ー 85.参照。

4)三邊金蔽、前掲書、 p.166-167. 
5)太田哲三、會計學概論、p.97. 
6)太田哲三、前掲論文、會計第四巻．p.297. 



る
。
然
し
、
こ
れ
は
減
債
償
却
概
念
を
不
賞
に
撰
張
し
亡
も
の
さ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ

の
思
想
の
談
謬
を
明
瞭
に
露
呈
し
て
ゐ
る
。
抑
ち
次
の
如
し
。

「
地
代
、
利
子
或
は
他
の
定
期
支
彿
が
前
納
さ
れ
仁
場
合
に
は
、

利
子
又
は
保
瞼
料
は
資
産
さ
し
て
示
さ
れ
る
。
…
…
こ
の
場
合
、
機
械
の
減
債
倣
却
の
取
扱
ひ
さ
そ
の
會
計
的
操
作
は
寅

…
・
・
・
消
耗
す
る
生
窟
用
具
の
債
値
を
代
表
す
る
資
産
項
目
は
論
理
上
、
繰
延
費
用
叉
は
前
彿
費
用
さ
等
し

ぃ
…
…
の
で
あ
る
。
」

こ
の
引
用
文
に
見
え
て
ゐ
る
ハ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

の
誤
謬
を
指
摘
す
る
さ
次
の
如
く
で
あ
る
。

ケ
年
間
の
保
瞼
的
保
誕
に
到
し
て
支
彿
は
れ
る
。
恨
り
に
七
ケ
年
分
の
保
瞼
料
が
一
括
し
て
支
彿
は
れ
た
場
合
、
こ

の
七

ケ
年
分
が

一
園
＞
こ
な
っ
て
企
業
内
に
作
用
す
る
か
さ
云
ふ
に
決
し
て
か

＼
る
こ
と
は
な
い
。

は
れ
る
の
は
七
ケ
年
分
を
一
園
さ
し
て
作
用
せ
し
め
る
た
め
で
は
な
く
、

る
。
だ
か
ら
．

か
＼
る
前
彿
は
帝
自
然
一
定
利
率
で
割
引
か
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

の
時
々
の
一
ケ
年
分
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
固
定
資
本
は
そ
れ
が
一

0
年
の
壽
命
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
、
決
し

て
そ
の
固
定
資
本
の
一
ケ
年
の
消
耗
相
嘗
部
分
だ
け
が
毎
年
、
螢
業
内
に
於
て
機
能
ナ
る
の
で
は
な
く
し
て
、

減
債
依
却
に
於
け
る
利
子
の
問
悶

際
上
等
し
い
。

の
封
象
さ
な
る
こ
さ
に
な
る
。

節

八

巻

一
八
三

第

二

加砂

機
能
す
る

企
業
に
機
能
す
る
の
は
そ

箪
に
手
数
の
節
約
の
た
め
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

七
ケ
年
分
が
L

括
し
て
支
彿

例
へ
ば
、
保
陰
料
は

年
貸
借
四
照
表
作
成
の
際
に
残
高
あ
れ
ば
前
彿
地
代

太
田
教
授
が
支
持
さ
れ
る
ハ
ッ

そ
し
て
現
に
、
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
如
き
も

る
。
然
し
、
敦
授
の
主
張
を
杓
子
定
規
的
に
賞
嵌
め
る
さ

か
＼
る
場
合
を
考
へ
に
入
れ
て
ゐ

右
の
如
き
原
料
貯
蔵
は
固
定
資
本
さ
同
一
親
さ
れ
減
債
償
却

7) H. R. Hatfield, Accounting its Principles and Problems. 1927. p. 134. 



よ
う
。 以

上
、
二
つ
の
論
争
さ
そ
れ
を
め
ぐ
る
謡
家
の
説
を
桧
討
す
る
こ
こ
に
よ
っ
て
、

明
か
に
し
、

そ
れ
に
羅
は
る
諸
問
題
を
明
か
に
し
得
た
さ
思
ふ
。

（
一
）
減
債
基
金
法
は
償
却
費
と
し
て
計
上
さ
れ
る
さ
'

J

ろ
の
も
の
が
質
際
の
消
耗
額
に
及
ば
な
い
黙
に
於
て
正
し
く

な
い
。
減
債
償
却
に
於
て
は
ま
づ
何
よ
り
も
消
耗
額
が
正
し
く
把
捉
さ
る
ぺ
き
で
、

要

約

固
定
資
本
の
特
質
よ
り
理
解
す
ぺ
き
も
の
さ
恩
ふ
。

の
不
賞
な
撰
張
が
起
る
。
リ

ー
ク
や
三
邊
敦
投
が

基
金
の
利
子
等

々
は
そ
れ
以
後
の
問

以
下
、
こ
れ
ら
の
桧
討
に
よ
っ
て
得
た
る
結
論
を
述
べ

ん
さ
さ
れ
る
の
は
こ
の
意
味
で
正
し
い
さ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
一
二
邊
教
授
が
太
田
教
授
の
批
判
に
野
す
る
回
答
に

8
 

於
て
、
豫
納
な
る
言
葉
の
用
法
か
ら
解
決
を
求
め
ん
さ
さ
れ
る
の
は
不
徹
底
で
あ
っ
て
、減

債
基
金
法
及
び
年
金
法
の
概
要
を

む
し
ろ
我
々
の
な
し
忙
如
く

普
通
の
固
定
資
産
さ
年
金
資
産
や
借
地
櫂
資
産
を
匝
別
し
て
取
扱
は

ふ
の
は
箪
な
る
比
喩
で
あ
る
。
勿
論
、
機
械
の
賃
借
さ
云
ふ
こ
を
は
あ
る
。

り
得
や
う
。

そ
し
て
、
賃
借
料
の
橡
納
さ
云
ふ
こ
さ
も
あ

然
し
、
こ
の
場
合
、
償
却
さ
れ
る
の
は
機
械
で
は
な
く
て
、
賃
借
櫂
で
あ
る
。
固
定
安
本
が
使
用
債
値
さ
し

て
は
全
部
的
に
機
能
す
る
こ
さ
を
理
解
し
な
い
さ
き
、
流
動
衰
本
や
前
彿
費
用
と
の
混
同
が
起
る
。

従
つ
て
、
減
債
償
却

の
は
不
可
分
の
存
在
さ

し
て
の
固
定
衰
本
の
全
憫
で
あ
る
。

固
定
表
本
は
何
年
分
か
の
ザ
ー
ヴ
ィ
ス
の
集
合
で
あ
る
さ
云

減
債
償
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

第

八

巻

了
八
四

第

二

競

一四

8)三邊金蔽、前掲書、附録、p.64. 



嘗
な
ら
し
め
る
こ
さ
に
な
る
。

第

八

巻

一
八
五

第

二

琥

一五

J

れ
を
生
産
資
本
た
る
固
定
資
本

そ
の
故
に
初
年
度
に
潮
る
ほ
ざ
固
定
資
産
残

か
4

る
差
等
は
全
く
利
子
計
算
よ
り
生
じ
亡
も

（
三
）
雨
法
に
於
て
は
、
固
定
資
産
茂
高
は
原
債
値
よ
り
、
年
々

の
賓
質
的
償
却
負
携
額
を
控
除
し
た
も
の
こ

し
て
示

に
は
行
か
な
い
。
従
っ
て
基
金
利
子
の
効
果
は
高
々

螢
業
外
に
基
金
を
設
定
し
た
場
合
の
如
く
に
は
正
確

損
盆
負
控
は
平
均
化
さ
れ
る
。
こ

題
に
腸
し
て
ゐ
る
。
再
調
逹
資
金
を
集
積
す
る
こ
さ
が
減
債
償
却
の
第
一
目
的
で
あ
る
の
で
は
な
い
。

（
二
）
減
債
基
金
法
及
び
年
金
法
共
に
減
債
償
却
質
質
負
撒
は
損
盆
計
算
に
さ
つ
て
選
増
的
に
現
は
れ
る
が
、

於
て
基
金
利
子
乃
至
は
こ
れ
に
相
等
す
る
牧
盆
の
選
増
が
あ
る
た
め
相
殺
せ
ら
れ
て
、

の
黙
は
雨
法
の
立
前
へ
を
認
め
る
限
り
承
認
で
苓
る
。
従
っ
て
、
こ
の
黙
に
闘
す
る
反
封
説
は
営
嵌
ら
ぬ
。
然
し
、
螢
業

の
漸
次
的
撰
大
さ
そ
れ
に
伴
ひ
生
す
る
固
定
資
本
代
置
の
順
列
的
行
進
の
可
能
は
償
却
基
金
の
牧
盆
に
よ
る
相
殺
さ
云
ふ

過
程
を
者
し
く
制
限
し

r

或
る
場
合
に
は
全
く
そ
れ
を
不
可
能
に
す
る
。
仮
り
に
不
可
能
で
は
な
い
さ
し
て
も
、
基
金
が

螢
業
内
に
再
投
下
さ
れ
る
場
合
に
は
そ
の
牧
盆
は
不
規
則
で
あ
り
、

基
金
を
寅
際
に
設
定
し
た
場
合
に
の
み
考
慮
に
入
れ
う
べ
き
で
あ

ら
う
。
然
か
も
こ
の
場
合
で
す
ら
、
別
の
勘
か
ら
の
欠
陥
を
如
何
さ
も
仕
様
が
な
い
。

さ
れ
る
。
然
る
に
、
こ
の
負
控
は
初
年
度
小
に
し
て
後
年
度
大
で
あ
り
、

の
で
あ
っ
て
決
し
て
、

寅
際
の
消
耗
額
の
差
等
か
ら
来
た
も
の
で

は
な
い
。

高
は
貨
際
の
消
耗
額
か
ら
考
慮
し
た
残
高
よ
り
過
高
に
表
現
さ
れ
る
こ
さ
に
な
る
。
か
く
て

T
h
e
n
Value
の
評
債
を
不

（
四
）
年
金
法
は
年
金
に
於
け
る
貨
幣
取
引
を
前
提
せ
る
も
の
で
あ
る
に
も
不
拘
、

減
債
倣
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

他
面
に



す
こ
さ
は
不
可
能
で
は
な
い
さ
恩
ふ
。

償
却
費
さ
不
可
分
的
に
計
算
す
る
必
要
は
な
い
。

複
利
償
却
費
さ
切
り
は
な
し
て
別
の
方
法
で
利
子
原
債
を
考
慮
に
上
ぽ

然
し
、
反
面
に
於
て
上
述
の
如
苔
諸
多
の
欠
陥
を
も
つ
以
上
、
我
々
は
何
も
好
ん
で
利
子
原
債
を
年
金
法
に

．よ
る
複
利

子
原
債
の
顧
慮
は
重
要
さ
な
っ
て
く
る
。

而
し
て
、
企
業
に
於
け
る
固
定
資
本
が
盆
々
厖
大
な
も
の
さ
な
り
、
物
理
的
耐
久
年
限
も
著
し
く
大
さ
な
る
に
つ
れ
、
利

減
債
餃
却
に
於
け
る
利
子
の
問
題

に
應
用
す
る
結
果
、
固
定
衰
本
が
ー
—
し
か
も
そ
の
残
高
が
—
ー
利
子
を
生
む
か
の
如
き
記
帳
を
行
は
ね
ば
な
ら
な
く
な

だ
が
、
固
定
資
本
原
債
は
決
し
て
固
定
衰
本
用
役
の
現
債
で
は
な
い
か
ら
、

（
五
）
年
金
法
は
固
定
資
本
茂
高
に
到
し
て
利
子
原
債
を
計
上
せ
し
め
る
さ
云
ふ
幽
に
、
唯
一
の
理
論
的
根
擦
を
も
つ

。

こ
れ
を
要
す
る
に
私
は
複
利
償
却
法
に
野
し
て
疑
ひ
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

（
昭
和
十
三
年
十
月
）

固
定
蓑
本
に
は
純
理
論
か
ら
云
へ
ば
應
用
で
ぎ
な
い
。

借
地
樅
資
産
に
は
應
用
の
可
能
性
が
あ
る
。

り
、
理
論
的
根
擦
を
簿
弱
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
然
し
、
反
面
そ
の
故
に

年
金
法
は
貸
幣
取
引
か
ら
生
じ
た
年
金
衰
産
や

第
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巻

一
八
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